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紙面より

　菊池市と山鹿市にまたがる
国指定史跡「鞠智城」です。
　歴史的にも貴重な城跡を今
まで以上に多くの人に知って
もらい、さらに整備をしなが
ら利活用していくために、国
営公園化が推進されています。



　

国
営
公
園
化
に
向
け
た
地
元
の
気

運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
各
種
団

体
、
組
織
の
代
表
者
25
人
か
ら
な
る

「
菊
池
市
国
営
鞠
智
城
歴
史
公
園
設

置
促
進
期
成
会
」
を
平
成
19
年
３
月

22
日
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
期
成
会
を
中
心
に
、
次
の
活

動
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
進
め
て
い
き

ま
す
。

●
主
な
活
動
計
画

○
古
代
米
（
有
色
米
）
の
作
付
け

　

鞠
智
城
内
の
農
地
に
築
城
時
代
の

古
代
米
（
赤
米
・
緑
米
）
を
作
付

け
、古
代
の
風
景
を
再
現
し
ま
す
。

○
学
習
会

　

市
民
の
多
く
の
皆
さ
ん
へ
鞠
智

城
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
学
習
会
や
現
地
視
察
を
行
い
ま

す
。
開
催
時
期
は
、
広
報
紙
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
日
韓
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

鞠
智
城
と
韓
国
（
百
済
）
と
の
歴

史
的
関
係
か
ら
、
現
在
菊
池
市
が

進
め
て
い
る
韓
国
と
の
交
流
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

○
広
報
紙
へ
の
掲
載

　

鞠
智
城
の
こ
と
を
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
そ
の
歴
史
的
背
景
や
魅
力
を

掲
載
し
ま
す
。

　

鞠
智
城
と
韓
国
と
の
歴
史
的
関
係
、

そ
し
て
時
代
を
経
て
、
現
在
菊
池
市

が
進
め
て
い
る
韓
国
と
の
交
流
を
踏

ま
え
て
、
国
営
公
園
化
の
推
進
に
向

け
た
韓
国
と
の
連
携
は
不
可
欠
な
も

の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
国
営
化
の
推
進
に
向
け

韓
国
と
共
通
認
識
を
図
る
た
め
の
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

•
福
岡
韓
国
総
領
事
館
教
育
領
事

李イ

忠チ
ュ
ン
ホ浩
氏
、
韓
国
史
編
纂
委
員

金キ
ム
ヒ
ョ
ン
ヨ
ン

炫
榮
氏
の
鞠
智
城
視
察

•
韓
国
忠
清
南
道
李イ

ク
ワ
ン
グ

完
九
知
事
夫
妻

一
行
の
鞠
智
城
視
察

　

視
察
後
の
会
談
で
は
「
国
営
公
園

化
に
向
け
て
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ

う
」
と
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

鞠
智
城
は
、
県
立
歴
史
公
園
と
し

て
整
備
が
進
め
ら
れ
、
平
成
14
年
に

本
格
的
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、

今
ま
で
以
上
に
整
備
を
推
進
し
、
よ

り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
活

用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
国
営
公

園
化
す
る
こ
と
が
最
も
有
効
で
す
。

　

国
営
公
園
化
が
実
現
す
る
こ
と
に

よ
り
、
国
土
交
通
省
直
轄
に
よ
る
施

設
全
体
の
管
理
や
建
物
な
ど
の
復
元
、

資
料
館
な
ど
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
鞠
智
城
を
中
心
と
し
た
周

辺
の
歴
史
遺
産
と
連
携
し
た
歴
史
的

学
習
の
場
を
広
げ
る
と
同
時
に
、
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
連
携
し
た
観
光
客
の

誘
致
や
地
元
産
業
の
振
興
な
ど
、
菊

池
市
の
活
性
化
に
大
い
に
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
国
営
公
園
と
は
、
都
市
公
園
法
に

定
め
ら
れ
た
要
件
を
満
た
す
公
園

や
緑
地
な
ど
で
、
閣
議
の
決
定
を

経
て
国
が
設
置
す
る
も
の
で
す
。

国
営
公
園
と
し
て
有
名
な
の
が
、

佐
賀
県
の
「
国
営
吉
野
ヶ
里
歴
史

公
園
」
で
す
。

◆
国
営
公
園
化
の
意
義

◆
韓
国
と
の
連
携

◆
国
営
公
園
化
に
向
け
た
活
動　

韓
国
と
の
交
流
を
核
と
し
た

市
民
一
丸
で
の
取
り
組
み
を

●鞠智城のシンボル「八
はっ

角
かっ

形
けい

鼓
こ

楼
ろう

」
　鞠智城跡では、国内の古代山城では例を見ない、４基の
八角形建物跡が見つかっています。韓国の二

イー

聖
ソン

山城でも同
じようなものがあり、注目されます。特別な性格の施設で
あったことをうかがわせる、八角形という特殊な形であっ
たことから、鼓の音で時を知らせたり、見張りをしたりす
るための「八角形鼓楼」として復元されました。

韓国忠清南道、李知事夫妻一行の鞠智城視察（６月12日） 温故創生之碑

　

時
は
７
世
紀
ご
ろ
、
朝
鮮
半
島
の

百く
だ

済ら

が
、
新し
ら

羅ぎ

と
唐
の
連
合
軍
に
滅

ぼ
さ
れ
ま
し
た
。
６
６
３
年
復
興
を

願
う
百
済
と
友
好
関
係
に
あ
っ
た

大
和
朝
廷
は
援
軍
を
送
り
ま
し
た
が
、

「
白は

く

村す
き
の
え江

の
戦
い
」で
大
敗
し
た
た
め
、

新し
ら

羅ぎ

と
唐
の
日
本
列
島
へ
の
侵
略
に

備
え
て
西
日
本
各
地
に
山
城
を
築
い

て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
鞠
智
城
は
、
東

ア
ジ
ア
情
勢
が
緊
迫
し
た
７
世
紀
後

半
（
約
１
、３
０
０
年
前
）
に
、
大

和
朝
廷（
政
権
）が
築
い
た
山
城
で
す
。

　

九
州
地
域
に
は
、
対
馬
の
金
田

城
、
福
岡
の
水み
ず

城き

、
大
野
城
、
基き

肄い

城
、
熊
本
の
鞠
智
城
、
山
口
の
長
門

城
の
古
代
山
城
が
大
宰
府
を
守
る
よ

う
に
築
城
さ
れ
、
内
陸
部
に
位
置
す

る
鞠
智
城
は
、
大
宰
府
や
各
山
城
に

兵
士
や
武
器
、
食
料
を
補
給
す
る
支

援
基
地
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
古
代
山
城
は
、「
日
本

書
紀
」「
続

し
ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

」
な
ど
に
記
載

さ
れ
て
い
る
史
跡
で
、
朝
鮮
式
山
城

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

•城門　南側に「堀切門」「深迫門」「池の尾門」、北側に「北門」があります。堀切門は、
菊池市側にあり鞠智城の正門といわれています。
•建築物　現在確認されている建物跡は 72棟で、掘立柱建物 49棟、礎石建物 23棟
です。八

はっ

角
かっ

形
けい

鼓
こ

楼
ろう

をはじめとする４棟が復元されています。特に、八角形鼓楼は、
鞠智城のシンボルとしても有名であり、国内古代山城として初めて発見されました。
•池跡、木

もく

簡
かん

　古代山城では初めて発見された貯水用池跡やその跡で出土した木簡は、
建築に百済の技術者が直接関わっていたことや城の近くに渡来人の「秦

はた

氏
し

」が住ん
でいたことを示しています。

城北小学校

ジョイフル
工場

松尾神社

米原 稗方

堀切

菊池プラザ
水辺プラザかもと

菊鹿総合支所

325

325

387

387

37

18

歴史公園鞠智城

菊池市役所

133

23

◆
時
代
背
景

◆
古
代
山
城
と
は

◆鞠智城の主な遺物

　

菊
池
市
木
野
と
山
鹿
市
菊
鹿
町
に
ま
た

が
る
「
鞠
智
城
」。「
続
し
ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

」
な
ど
、

国
の
歴
史
書
に
も
記
載
の
あ
る
全
国
有
数

の
重
要
遺
跡
と
し
て
、
平
成
16
年
２
月
27

日
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

周
囲
の
長
さ
３
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

面
積
55
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
内
、
菊
池
市
約

５
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
山
鹿
市
約
49
・
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
規
模
を
も
つ
城
で
、
昭

和
42
年
度
か
ら
の
熊
本
県
の
発
掘
調
査
に

よ
り
、
八
角
形
建
物
跡
を
は
じ
め
と
す
る

72
棟
の
建
物
跡
や
、
貯
水
池
跡
、
土
塁
跡

な
ど
、
当
時
の
姿
を
物
語
る
貴
重
な
遺
構

が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
発
掘
調
査
の
成
果
に
基
づ
き
、

平
成
６
年
度
か
ら
４
棟
の
復
元
建
物
（
八は
っ

角か
っ

形け
い

鼓こ

楼ろ
う

、
米
倉
、
兵
舎
・
板
倉
）
を
は

じ
め
、
城
の
立
地
や
規
模
、
構
造
な
ど
を

体
験
的
に
学
習
で
き
る
歴
史
公
園
と
し
て

県
が
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

歴
史
的
に
も
貴
重
な
城
跡
を
、
今
ま
で

以
上
に
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
さ

ら
に
整
備
を
し
な
が
ら
利
活
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
国
営
公
園
化
す
る
こ
と
が

最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

東
ア
ジ
ア
を
見
つ
め
た
古
代
日
本

国
指
定
史
跡

問い合わせ先
菊 池 市 役 所
企 画 振 興 課
企 画 調 整 係
☎（25）1111

鞠き

く

智ち

城
を
国
営
公
園
に
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TOPICS
◆
今
ま
で
の
経
緯

　

産
廃
問
題
は
、
会
社
が
昭
和
56
年

に
本
市
柏
区
で
産
業
廃
棄
物
の
埋
立

処
分
業
を
開
始
し
て
以
来
、
度
重
な

る
最
終
処
分
場
の
増
設
・
拡
張
や
更

な
る
管
理
型
最
終
処
分
場
の
増
設
計

画
や
溶
融
キ
ル
ン
式
焼
却
施
設
の
問

題
な
ど
で
大
規
模
な
市
民
に
よ
る
反

対
運
動
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
は
、
平
成
10
年
11
月
17

日
に
、
県
を
立
会
人
と
し
て
会
社
と

①
環
境
保
全
協
定
書
と
②
環
境
保
全

協
議
会
設
置
要
領
を
締
結
し
、
県
と

は
③
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
も
市
民
に
よ
る

環
境
保
全
協
定
書
に
対
す
る
抗
議
行

動
や
溶
融
キ
ル
ン
式
焼
却
施
設
の
操

業
差
止
め
の
裁
判
が
起
き
て
お
り
、

引
き
続
き
紛
争
状
態
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
会
社
は

管
理
型
最
終
処
分
場
の
容
量
が
残
り

少
な
い
こ
と
か
ら
、「
既
存
の
管
理

型
最
終
処
分
場
を
約
40
万
㎥
か
さ
上

げ
す
る
計
画
」
と
、「
田
崎
牧
場
跡

地
に
約
80
万
㎥
増
設
す
る
計
画
」
の

合
計
で
約
１
２
０
万
㎥
の
大
規
模
な

最
終
処
分
場
の
増
設
・
拡
張
計
画
を

表
明
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
は
「
会
社
の
最
終
処

分
場
の
規
模
縮
小
と
操
業
期
間
を
短

縮
す
る
な
ら
ば
一
部
拡
張
も
や
む
を

得
な
い
と
考
え
、
会
社
と
問
題
解
決

に
向
け
て
協
議
を
行
い
た
い
」
と
地

元
水
迫
地
区
や
区
長
会
、
市
議
会
な

ど
で
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
15
年
12
月
の
臨

時
区
長
会
総
会
や
市
議
会
で
市
の

考
え
に
対
し
同
意
を
得
ま
し
た
の
で
、

平
成
16
年
１
月
か
ら
市
・
県
・
会
社

の
三
者
に
よ
る
環
境
保
全
協
議
会
や

区
長
会
代
表
者
（
21
人
）
が
参
加
し

た
四
者
協
議
を
行
い
、
本
年
３
月
28

日
に
、
市
と
会
社
は
県
を
立
会
人
に

④
環
境
保
全
協
定
の
一
部
変
更
協
定

書
を
締
結
し
、
同
時
に
市
と
会
社
で

⑤
補
償
契
約
、
市
と
県
で
⑥
覚
書
を

締
結
し
ま
し
た
。

◆
県
の
財
政
的
支
援

１
、
補
助
金
の
交
付

　

覚
書
に
よ
り
「
補
償
額
の
２
分
の

１
（
約
６
億
円
）
を
県
は
、
市
に
補

助
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
、
立
地
交
付
金
の
交
付

　

管
理
型
最
終
処
分
場
を
新
た
に
建

設
す
る
市
町
村
に
対
し
て
、
県
か
ら

交
付
金
が
最
高
５
億
円
交
付
さ
れ
る

事
業
が
あ
り
ま
す
。

　

会
社
の
場
合
、
管
理
型
最
終
処
分

場
の
計
画
容
量
が
約
39
万
㎥
あ
る
の

で
、
最
高
額
の
５
億
円
が
市
に
交
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
市
の
財
源
確
保

　

市
は
、
会
社
の
処
理
施
設
に
搬
入

す
る
市
外
の
市
町
村
な
ど
か
ら
環
境

保
全
協
力
金
を
徴
収
し
て
お
り
、
環

境
整
備
基
金
条
例
に
基
づ
い
て
基
金

に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。
現
在
の
積

立
金
額
は
約
１
億
３
千
８
百
万
円
あ

り
、
今
後
も
引
き
続
き
積
み
立
て
を

行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
大
切
な
税

金
を
補
償
金
に
充
て
な
い
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
年
３

月
の
市
議
会
で
同
意
を
得
て
お
り
、

４
月
の
菊
池
地
区
の
区
長
会
総
会
、

５
月
の
区
長
会
の
全
体
会
議
で
ご
説

明
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
溶
融
キ
ル
ン
式
焼
却
施

設
の
問
題
解
決
に
向
け
て
協
議
を

行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

第12回ほたるの里・旭志剣道大会
　ほたるの里・旭志剣道大会が開催されました。菊池市立旭志体育館で
中学校の部が、旭志中学校体育館と旭志中学校武道場で小学校の部がそ
れぞれ行われました。
　県内外より小学校 85 チーム、中学校 92 チームの計 177 チームが
参加し、900 人近くの少年少女剣士たちが、優勝を目指して激しい熱
戦を繰り広げました。
　上位の結果は次のとおりです。（敬称略）

菊池北中学校生徒が絵手紙でお年寄りたちと交流

絵手紙制作の手伝いをする生徒

　菊池北中学校で選択国語・絵手紙コースを受講している
３年生 17人が、菊池市の大琳寺にある介護老人保健施設
「きくちの里」を訪問して、お年寄りたちと絵手紙を通し
て交流しました。
　５回目となる取り組みで、同校の授業で絵手紙の暖かさ
などを教えている夢美術館絵手紙教室主宰の村川尚子さん
など８人も一緒に手伝いました。
　お年寄りたちは、ピーマンやじゃがいもなどの野菜の絵
を“割りばしペン”や“水彩絵の具”を使って描き、「い
つも笑顔をありがとう」などと言葉を添えたはがきを制作。
生徒たちは、家族などを思いながら一生懸命に描くお年寄
りたちに、やさしく手を添えながら手伝いをしました。
　参加した生徒たちは「みなさんが楽しんで書いてくれた
のでよかったです。この授業から絵手紙の暖かさも学びま
した。家族の記念日には私も描いて送りたいです」と話し
てくれました。

第26回熊本県少年少女練成大会

　熊本県少年少女練成大会が山鹿市総合体育館であり、
拓魂塾の子どもたちが優秀な成績を収めました。なお、
田代麻依選手と出口誠也選手の２人は、８月５日（日）
に東京武道館で行われる「第７回全日本少年少女空手道
選手権大会」に出場します。
　成績は次のとおりです。（敬称略）
小学３年　形の部　敢闘賞　岩永祥吾（菊池北小）
小学４年　形の部　敢闘賞　田中柾至（迫水小）
小学５年　組手の部　３位　益崎　誠（隈府小）
小学５年　女子形の部　３位　田代麻依（七城小）
　  〃 　　  〃  組手の部　２位　　　〃
小学６年　組手の部　優勝　出口誠也（迫水小） 優秀な成績を収めた拓魂塾の子どもたち

①
の
要
点　

環
境
保
全
協
定
書

第
13
条
で
は
、
会
社
の
溶
融
キ

ル
ン
式
焼
却
施
設
の
使
用
期
間

は
、
協
定
締
結
後
15
年
間
（
平

成
25
年
ま
で
）
と
し
、
最
終
処

分
場
の
埋
立
期
間
は
協
定
締
結

後
20
年
間
（
平
成
30
年
ま
で
）

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
施
設
の

閉
鎖
に
係
る
諸
事
項
は
環
境
保

　

本
市
の
長
年
の
課
題
だ
っ
た
九
州
産
廃
（
株
）（
以
下
「
会
社
」
と
表
記
し
ま
す
）

の
、
最
終
処
分
場
の
増
設
・
拡
張
問
題
が
平
成
10
年
に
締
結
し
た
環
境
保
全
協
定
書

で
定
め
ら
れ
た
操
業
期
間
を
４
年
間
短
縮
し
て
、
平
成
26
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
で

解
決
し
ま
し
た
。

④
の
要
点　
「
会
社
の
最
終
処

分
場
は
、
平
成
10
年
11
月
17
日

に
締
結
し
た
環
境
保
全
協
定

書
第
13
条
で
平
成
30
年
ま
で
と

な
っ
て
い
る
も
の
を
４
年
間
短

縮
し
、
菊
池
市
内
で
の
埋
立
は

終
了
す
る
。
た
だ
し
、
平
成
27

年
３
月
31
日
ま
で
は
残
務
整
理

に
必
要
な
期
間
と
定
め
る
。
ま

た
、
終
了
時
に
容
量
の
残
余
が

あ
る
場
合
は
、
会
社
の
、
中
間

処
理
施
設
で
排
出
さ
れ
る
廃
棄

物
や
市
が
特
に
必
要
で
あ
る
と

認
め
た
一
般
廃
棄
物
は
、
協
議

の
う
え
埋
め
立
が
で
き
る
も
の

と
す
る
。
会
社
は
、
安
定
型
最

終
処
分
場
を
増
設
又
は
拡
張
す

る
場
合
は
、
今
回
埋
立
期
間
を

短
縮
し
た
こ
と
を
考
慮
し
て
環

境
保
全
協
議
会
に
お
い
て
別
途

協
議
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤
の
要
点　
「
短
縮
期
間
分
の

損
失
補
償
分
と
営
業
廃
止
補
償

分
の
総
額
約
12
億
円
を
市
が
会

社
に
支
払
う
。
支
払
時
期
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
４
年
間
の
分

割
と
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑥
の
要
点　
「
市
が
会
社
に
補

償
金
を
支
払
っ
た
額
の
２
分
の

１
を
県
は
市
に
補
助
す
る
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

全
協
議
会
で
別
途
協
議
す
る
と

な
っ
て
い
ま
す
。

②
の
要
点　

環
境
保
全
協
議
会

設
置
要
領
第
４
条
で
は
、「
施

設
の
移
転
先
に
つ
い
て
、
施
設

の
移
転
の
場
合
の
撤
去
若
し
く

は
移
転
費
用
及
び
補
償
等
に
つ

い
て
、
県
と
市
は
、
会
社
の
意

思
を
尊
重
し
、
誠
意
を
も
っ
て

対
応
す
る
も
の
と
す
る
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

③
の
要
点　

覚
書
第
２
条
で
、

「
県
は
問
題
解
決
の
た
め
責
任

を
も
っ
て
積
極
的
に
関
与
す
る

も
の
と
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。

熱戦を繰り広げる選手たち

小学校低学年の部で優勝した旭志小学校

小学校低学年
　優　勝　旭志小学校（菊池市）
　準優勝　城西小学校（熊本市）
　３　位　泗水小学校（菊池市）
　３　位　鹿本武道館（山鹿市）
小学校高学年
　優　勝　順道館（熊本市）
　準優勝　城西小学校（熊本市）
　３　位　泗水小学校（菊池市）
　３　位　両併小学校（南阿蘇村）

中学校男子
　優　勝　西合志南中学校（合志市）
　準優勝　菊池南中学校（菊池市）
　３　位　九州学院中学校（熊本市）
　３　位　西山中学校（熊本市）
中学校女子
　優　勝　南阿蘇剣友会（南阿蘇村）
　準優勝　大津中学校（大津町）
　３　位　菊池南中学校（菊池市）
　３　位　泗水中学校（菊池市）

産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の

増
設
・
拡
張
問
題
が
解
決
し
ま
し
た

6/19（火）

6/17（日）

5/27（日）
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七城中に反射タスキ贈呈6/21（木）

青少年一日一汗運動
～地域ぐるみの清掃活動でまちがきれいになりました～

　菊池地区交通安全協会七城支部（坂梨鷹元支部長）から、
七城中学校（宮川伊十校長）に交通安全反射タスキの贈呈
がありました。
　子どもたちの交通事故などの被害防止を祈願して、同支
部が贈ったもので、今後、同中学校の全校生徒に配布され
る予定です。
　宮川校長からは「交通マナーを守り、事故防止のため大
切に使わさせていただきます」とお礼の言葉が述べられま
した。

　６月の環境月間に合わせて、青少年一日一汗運動（地域ぐるみ
の環境美化活動）が市内各地で行われました。この運動は、地域
の大人と子どもが参加して自分の住んでいる地域の清掃活動を行
うもので、参加者は熱心に活動に取り組んでいました。
　また、この運動は、地域とのつながりや郷土への愛着、子ども
たちの健やかな成長などにも繋がっているようです。

宮
川
校
長
（
右
）
に
交
通
安
全
反
射
タ

ス
キ
を
手
渡
す
坂
梨
支
部
長

コースをはみ出さないよう慎重かつ真剣に実技試験に挑む参加者

　九州青少年銃剣道大会が、熊本市総合体育館
で行われました。この大会の高校生の部には、
九州各県のほかにも、宮城県南郷高校、石川県
日本航空第２高校、岡山県選抜の強豪も参加し
ました。
　団体高校の部では、熊本選抜Bの代表とし
て出場した泗水少年クラブ所属の小林卓矢選手
と木下裕貴選手の活躍で準優勝を、男子個人戦
では上記２選手による決勝戦となり、小林選手
が接戦のすえ、木下選手をくだして優勝しまし
た。小林選手は「国体に向けて個々のレベルを
上げて、チーム力の底上げをしていきたいです」
と話されました。
　また、女子個人戦でも同クラブ所属の平川真
衣選手も活躍し、準優勝しました。

前列右から木下選手、小林選手。後列右から 4番目が
平川選手

活
動
に
参
加
す
る
親
子

　NHK熊本放送局と菊池市の共催で、NHK「ふるさと自
慢うた自慢」の公開収録が菊池市文化会館でありました。
　第１部の「ふるさと自慢うた自慢」では、ゲスト歌手の
堀内孝雄さんと八代亜紀さんがリーダーとして登場。地域
代表の前田幸二さん、樋口和代さん、合志和洋さん、渡雪
美さん、松岡伸幸さん、山野由紀さんの６人が、男女のグ
ループに分かれて、菊池渓谷や孔子の教え、メロンなどの
菊池が誇る観光・文化・農産物などの“ふるさと自慢”を
面白くPRし、自慢の歌も披露しました。また、審査員には、
地域代表として中島紘一さんと出口久代さんも加わりまし
た。
　第２部の「ふるさと自慢コンサート」では、ゲスト歌手
２人による華やかな歌謡ショーが行われました。クイズ「ふ
るさとの星」のコーナーでは、地元菊池市の有名人として
菊池女子高校の緒方有希先生が登場し、全日本女子剣道選
手権や世界剣道選手権（女子団体）で優勝した得意の技を
披露しました。
　この模様は、次のとおり放送されます。

第１部の「ふるさと自慢うた自慢」への出演者

ラジオ放送予定日
•「ふるさと自慢うた自慢」　
　８月 12日（日）午後７時 20分～８時 10分
　（ラジオ第１放送・全国放送）
•「ふるさと自慢コンサート」　
　８月 19日（日）午後７時 20分～８時 10分
　（ラジオ第１放送・全国放送）

第２部の「ふるさと自慢コンサート」で、「ふるさとの星」のコーナー
に出演した緒方さん

NHK「ふるさと自慢うた自慢」がやってきた！6/29（金）

「ヘルスメイト」による「こども料理教室」

ヘルスメイトのメンバーから米のとぎ方を指導してもらう
児童たち

　食育の５本柱の一つである“自分で調理する力”を身につけることを目的に、市教育委員会生涯学習課と菊池市食
生活改善推進員協議会（通称 :ヘルスメイト）による「こども料理教室」が行われました。
　泗水公民館であった教室には、対象となった泗水町の小学校区の児童 24人が参加し、ごはんとみそ汁を基本とし
た、七城米や養生みそ、地元で取れた野菜などを使った調理実習に挑戦しました。

　児童たちは「食べたものがからだを作っている。丈夫
なからだをつくるにはご飯が大事」というお話しを講師
の赤星知恵子さんから聞いた後、ごはんの炊き方やだし
の取り方などをメンバーたちに指導してもらいながら調
理しました。
　参加した児童たちは、自分たちでつくったご飯を手に
「とてもおいしいです。ちょっと難しかったけど、野菜
を切るのが楽しかったです」と満足顔で話してくれまし
た。
　今後、同様の教室が他の校区でも行われる予定です。
（７月 25日現在）

•花房校区　
　８月 18日（土）花房公民館にて
•菊之池校区
　11月 24日（土）西部市民センターにて
※七城地区、旭志地区は 10月以降に開催予定

6/30（土）

第34回交通安全
子供自転車菊池地区大会

　菊池体育センターで自転車大会が行われ、菊池警察署管内の
小学校から 10チーム、50人が参加しました。
　参加者たちは、交通規則などの学科試験を受けた後、S字カ
ーブの片手運転やジグザグ進行など６種の実技試験を行い、コ
ースをはみ出したりしないよう慎重かつ真剣に運転をしていま
した。
　約２時間にわたる試験の結果、龍門小が団体４連覇を果たし
ました。また、龍門小は７月 14日（土）に行われた県大会に
も出場し、大健闘しました。
　上位の結果は次のとおりです。（敬称略）
団体の部
　優勝　龍門小A、２位　旭志小A、３位　旭志小B
個人の部
　優勝　池邉拓平（龍門小A・６年）、２位　田中真樹（龍門小A・
５年）、３位　斉藤弘恭（旭志小A・６年）、４位　松田将輝（龍
門小A・６年）、５位　岩根雪奈（旭志小B・５年）

6/23
（土） 第７回九州青少年銃剣道大会（団

体高校の部）で熊本選抜Bが準優勝
6/24
（日）
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二輪車部品メーカーの（株）伸勢産業と九州柳河精機（株）と立地協定

　アルミ鋳造（ちゅうぞう）部品加工を行う、（株）伸勢
産業（静岡県浜松市）の菊池市への進出と、二輪・四輪部
品メーカーの九州柳河精機（株）（菊池市旭志川辺）の工
場増設が決まり、菊池市と企業との立地協定調印式がそれ
ぞれ県庁でありました。
　伸勢産業は、主要取引先のホンダが二輪車の生産を熊
本製作所へ集約することにあわせて、泗水町吉富への進
出を決定しました。既存の工場 3,489 ㎡に 362㎡を増設
し、二輪車のエンジンやフレームの表面処理や塗装を行い、
50人の地元雇用も予定されています。一部操業開始は９
月の予定です。
　同社の待谷典明代表取締役は「かねてより熊本への進出
を考えていました。今回は大きなビジネスチャンスと捉え
ており、地元の方々のお力添えをいただきながら成長して
いきたいです」と話されました。
　九州柳河精機は、現在の敷地内に新たに鋳造・機械加工

の２工場 2,700 ㎡を増設します。ホンダの二輪車集約を
見据えてのことで、同社の先端技術は世界でも認められて
いて、トヨタやダイハツ、海外のバイクメーカーへも出荷
されています。今回の増設で、より高度で精密な製品の増
産体制が整うことになります。
　同社の河口二朗代表取締役社長は「今回の増設で、より
高い技術での二輪車・四輪車への部品供給が可能となりま
す。これからも地域の方々の期待に沿えるように頑張りた
いです」と話されました。
　福村市長からは「雇用情勢が依然厳しい中、企業進出や
工場増設により、両社とも新たな雇用を計画されていると
伺いました。市民にとっても大変明るい話題であり、今後
もできる限り協力していきたいです」と期待をこめた挨拶
がありました。

「妻籠座（つまごめざ）」が紙芝居の原画展を開催

　紙芝居のボランティアグループ「妻籠座（原保奈美
代表）」が、菊池夢美術館で７月４日（水）から７月
11日（水）まで、“菊池に伝わる昔ばなし”の紙芝居
に使用している原画展を開催しました。
　同グループは、子どもたちに郷土に伝わる昔ばなし
の温かさを紙芝居で伝えようと、各種イベントなどで
年間 10回程度、紙芝居の実演をしています。15人の
メンバーが書き手や描き手などに分かれて作成した題
目は現在７話で、今回はその原画すべてが展示されま
した。その７話は、約 30年前に当時の市民講座として
行われていた「菊池市高齢者大学」が編集した冊子「菊
池むかしむかし」から選んで編集・作成されたもので、
１話につき 11枚から 12枚の原画があります。
　原代表は「多くの人に見てもらって『菊池にもこん
な話しがあるんだ』ということを知ってもらいたいです。そして、今回は旧菊池市だけのお話なので、今後は菊池市
全体に活動の輪が広がっていけばいいなと思っています」と話されました。

調印式で手を取り合う３人。左から福村市長、
中川県商工観光労働部次長、待谷代表取締役

原画の前で紙芝居を披露するメンバー

調印式で手を取り合う 3人。左から福村市長、
島田県商工観光労働部長、河口代表取締役社長

　菊池市消防団泗水方面隊で、消防操法大会の予選会があり
ました。
　総合体育館駐車場で行われた大会では、泗水方面隊の佐々
木隊長が「これまでの訓練の成果を十分に発揮してください」
とあいさつ。選手を代表して久川靖雄さん（第 24分団１部
２班・三万田）が選手宣誓し、各分団から出場した 22チー
ムと本部機動隊の選手たちは、連日にわたるナイター訓練の
成果を披露しました。
　７月 29日（日）開催の菊池市支部消防団操法大会への出
場チームは、次のとおりです。

小型ポンプの部　本部機動隊（泗水班）、第 23分団１部２
班（富）、第 21分団２部１班（永）、第 23分団２部１班（村
吉）、第 23分団２部２班（富の原）、第 24分団２部１班（高
江・高江出分）、第 20分団２部２班（福本一・田吹）
　操法大会は、火災のいかなる状況下においても安全確実か
つ迅速に任務を遂行し、技術の練磨と部隊としての連帯を体
得するために毎年行われています。

　菊池市七城町林原の菊池川に架かる「コスモブリッジ（人道橋）」
の開通式が、関係者など約 100人が出席して行われました。
　この橋は、生活者がゆとりと潤いの実感できる質の高い歩行者空
間を形成することを目的とした「ウォーキングトレイル事業」の一
環で建設され、平成 14年度から事業着手し平成 18年３月に完成
しました。
　開通式では、野中道夫さん・栗原三郎さんそれぞれ３世代の夫婦
を先頭に、関係者や地元住民などで渡り初めを行い完成を祝いまし
た。
　今後はこの橋が、地域のランドマークとして、また、隣接する観
光施設や秋に行われるコスモス祭りなどで、来訪者や地域住民に親
しまれることが期待されています。

総合体育館駐車場であった泗水方面隊の操法大会

作文「あゆみの歩み」を発表
する平井さん

　青少年の非行防止と罪を犯した人の更正について
理解を深めることを目的に、「社会を明るくする運
動」菊池市集会が文化会館大ホールで行われました。
犯罪のない明るい菊池市を創ろうと約 700 人の市
民が集まり、法務大臣・県知事からのメッセージ伝
達や、隈府小学校音楽部の皆さんによるエネルギッ
シュで楽しい器楽演奏、啓発ビデオ「二つの道」の
上映などがありました。また、熊本保護観察所所長
の河内 昭さんによる「保護観察について」という
演題での講演もありました。
　この大会の作文募集には、市内の小・中・高校か
らたくさんの作品が寄せられ、優秀賞の受賞者は集
会の席で表彰され、作文の発表もありました。受賞
者は次のとおりです。（敬称略）
•池田卓矢（迫水小６年） 「じいちゃんの 49日」
•莟　綾乃（七城中２年） 「温もりにふれて」
•平井あゆみ（菊池農高２年） 「あゆみの歩み」

開通式で渡り初めを行う関係者

「保護観察について」と題し
て講演する河内所長

コスモブリッジ開通式7/7（土）

第57回「社会を明るくする運動」菊池市集会7/8（日）

菊池市消防団泗水方面隊消防操法大会7/8（日）

7/4
（水）

7/4
（水）
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TOPICS

　中川節男さん（　　栄町）、木下昭二郎さん（　　今）が平成 19年度春の叙勲で、「瑞宝双光章」をそれぞれ受
章されました。これは、内閣の助言と承認のもとに天皇から授与されるものです。
　危険業務従事者部門として受章された中川さんは、昭和 33年３月に皇宮警察官となり、平成 12年３月に退職
するまでの 42年間、東京都で主に昭和天皇の護衛や皇居の警備などに従事されてきました。現在は（株）東臣に
お勤めで「永年事故なく勤めてきたご褒美だと思ってい
ます。菊池とはあまり関係のない章ですが、こうして皆
さんに祝ってもらうことを幸せに思います」と話されま
した。
　文部科学省教育部門として受章された木下さんは、昭
和 28年７月に中学校の教諭となり、平成５年３月に隈
府小学校長として退職するまでの 39年間、旧隈府中学
校や七城・泗水・菊池北中学校などに勤務されてきまし
た。その後、平成 13 年 10 月から平成 17 年７月まで
の４年間は、旧菊池市・新菊池市の教育長を歴任されま
した。木下さんは「職員や教育委員会の皆さんの支えで
もらうことができました。大変うれしく、また、ありが
たく思っています」と話されました。
　受章、おめでとうございました。

あなたの年金記録を
もう一度チェックさせてください

～被保険者・年金受給者の皆さんへ～
厚生労働省・社会保険庁

お客様からの問い合わせには真摯に対応します
○社会保険事務所の専用窓口にお問い合わせください
○電話での問い合わせは、「ねんきんダイヤル」まで
 0570-05-1165
 フリーダイヤル 0120-657830
○インターネットの ID・パスワード方式による年金加入履歴の取得をご利用ください
（http://www.sia.go.jp）

国民年金情報
問い合わせ先

市民課市民年金係
☎（25）1111

熊本社会保険事務局 年金課 給付企画係
問い合わせ先　☎ 096（211）0763

　国民年金について、「世代と世代の支え合い」「健
康で明るい老後」を表現した作品を募集します。　
応募資格
イメージはがき部門（第 18回）
　熊本県内の小学生（４、５、６年）および中学生
を対象とします。　
イメージポスター部門
　熊本県内の中学生および高校生を対象とします。
応募規定
イメージはがき部門（第 18回）
　自作未発表作品で、はがき（またははがきサイズ
の用紙）を使用してください。画材は自由です。（絵
の具、クレヨン、色鉛筆、切り絵など）
イメージポスター部門
　 自 作 未 発 表 作 品 で、B3 サ イ ズ（51.5 ×
36.4cm）または画用紙四つ切りサイズ（540 ×
381mm）を使用してください。画材は自由です。（絵
の具、クレヨン、色鉛筆、切り絵など）

応募方法　作品の裏面に、住所、氏名、年齢、電話番号、
学校名、学年を明記してください。応募作品は返却しま
せん。一人何点でも応募できます。（学校・クラスでま
とめて送付可）
応募先
　〒 860-8559
　熊本市辛島町５‐１日本生命熊本ビル６Ｆ　
　熊本社会保険事務局年金課内
　「ねんきんイメージコンクール」係
　または　菊池市役所市民課の窓口、
　県内各社会保険事務所の窓口
締め切り　９月 14日（金）　※当日消印有効
入　賞
イメージはがき部門
　最優秀賞・・・・・・・・小・中各１点
　優秀賞・・・・・・・・・小・中各２点
　入　　選・・・・・・・・小・中各６点
　佳　　作・・・・・・・・小・中各７点
イメージポスター部門
　最優秀賞・・・・・・・・中・高各１点
　優秀賞・・・・・・・・・中・高各１点
　入　　選・・・・・・・・中・高各３点
　佳　　作・・・・・・・・中・高各３点
※参加賞・・・・・・・・はがき、ポスター部門応募者
全員に対して記念品
発　表　入賞者に直接通知し、広報紙などで発表します。
その他　応募作品の著作権は、主催者に帰属するものと
し、入賞作品は、くまもと阪神百貨店「８階展望エレベー
ター前」で展示会を行います。また、熊本社会保険事務
局ホームページや広報紙などに掲載されます。

作品募集

　コミュニティの健全な発展を図ることを目的としたコミュニティ
助成事業により、泗水町永南区に、テント・カラオケ一式・机・椅
子・掃除機・テレビ・DVDレコーダーが整備されました。
　このコミュニティ助
成事業は、宝くじの普
及広報事業費を財源と
して財団法人自治総合
センターが助成決定を
行うもので、今後の永
南区の益々の活性化が
期待されます。

　城天平くん（菊池南中３年）が、クラブユースチーム「ブレイズ
熊本」の選手として、全国大会にあたる日本クラブユース選手権大
会に出場することが決まりました。
　福岡・博多の森補助競技場であった九州クラブユース（Ｕ‐15）
サッカー選手権大会では、城くんがフリーキックから決勝点を奪う
などの大活躍を見せ、３チームによる決勝リーグで２戦２勝し、九
州第１代表として全国大会への出場を決めました。
　主に右サイド（MF）のポジションの城くんは、現在、同チーム
で練習を頑張っており、「全国という高いレベルの中で、自分のプ
レーをしてきます。結果にこだわりすぎず、しかし勝ちにこだわる
部分も持ち、笑って菊池に帰って来れるよう頑張ってきます」と意
気込みを話してくれました。
　大会は８月 10日（金）から福島県の Jヴィレッジで行われます。
市民の皆さんの応援をお願いします。

泗水町永南区に整備された備品（テレビ）

九州クラブユースサッカー
選手権大会での城くん

春の叙勲で「瑞宝双光章」を受章された中川さん（左）と
木下さん（右）

中川節男さん、木下昭二郎さんが、平成19年度春の叙勲「瑞宝双光章」を
それぞれ受章

宝くじ助成事業で備品が整備されました
（永南区）

城  天平くんが「ブレイズ熊本」の
選手として全国大会へ

7/15
（日）

○菊 ○菊
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運
動
に
は
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
。

　「
運
動
の
大
切
さ
は
分
か
っ
て
い
て

も
、
な
か
な
か
続
け
る
の
は
難
し
い

し
、
時
間
も
な
い
し
・
・
・
」
と
言

わ
れ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

運
動
を
特
別
な
も
の
と
し
て
考
え

ず
、
日
常
生
活
の
中
で
「
活
動
量
を

増
や
す
」
と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

で
は
、
日
常
生
活
の
中
で
ど
の
よ

う
に
運
動
を
取
り
入
れ
た
ら
よ
い
の

で
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
の
生
活
の
中
で
、
次
の
項

目
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

①
歩
数
を
増
や
し
て
み
る

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
利
用
せ
ず
に
階
段
を
歩
い
て

み
た
り
、
駐
車
場
で
は
わ
ざ
と
車
を

遠
め
に
止
め
る
な
ど
、
意
識
的
に
動

く
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

買
い
物
や
通
勤
で
も
、
歩
く
機
会

を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

　

目
標
は
１
日
１
万
歩
で
す
。

②
体
の
動
き
を
大
げ
さ
に
し
て
み
る

　

歩
く
と
き
に
は
腕
を
大
き
く
振
り
、

大
股
で
さ
っ
さ
と
歩
い
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
物
を
拾
う
時
に
ゆ
っ
く
り

し
ゃ
が
ん
で
立
ち
上
が
る
な
ど
、
動

作
を
大
き
く
す
る
だ
け
で
運
動
量
は

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

③
人
に
頼
ま
ず
自
分
で
動
く

　

生
活
の
中
で
、
自
分
で
動
く
ク
セ

を
つ
け
れ
ば
、
自
然
に
運
動
量
も
増

え
ま
す
。

　
「
○
○
を
取
っ
て
」と
人
に
頼
ま
ず
、

ど
ん
ど
ん
自
分
で
動
き
ま
し
ょ
う
。

④
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

　

電
車
や
バ
ス
で
立
っ
て
い
る
時
に

は
、
お
腹
に
力
を
入
れ
て
腹
筋
運
動

を
。
座
っ
て
い
る
時
に
は
、
太
も
も

に
ぐ
っ
と
力
を
入
れ
て
太
も
も
の
引

き
締
め
運
動
を
。

　

日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
に
筋

ト
レ
運
動
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

⑤
家
事
で
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

家
事
を
一
生
懸
命
に
や
れ
ば
相
当

の
運
動
量
に
な
り
ま
す
。

　

布
団
の
上
げ
下
ろ
し
は
し
っ
か
り

し
ゃ
が
ん
で
行
い
、
風
呂
掃
除
で
は

肩
ご
と
腕
を
動
か
し
て
し
っ
か
り
洗

う
。
洗
濯
干
し
で
は
洗
濯
物
を
一
枚

一
枚
し
ゃ
が
ん
で
取
り
、
干
す
と
き

は
腕
を
し
っ
か
り
伸
ば
す
。

　

ま
た
、
昔
な
が
ら
の
ぞ
う
き
ん
が

け
や
窓
ふ
き
も
効
果
的
で
す
。

⑥
動
き
や
す
い
ス
タ
イ
ル
を
心
が
け

る

　

靴
は
運
動
靴
、
服
は
通
気
性
の
あ

る
動
き
や
す
い
も
の
、
か
ば
ん
は

リ
ュ
ッ
ク
タ
イ
プ
の
も
の
な
ど
、
普

段
か
ら
動
き
や
す
い
格
好
を
し
て
い

れ
ば
、
思
い
た
っ
た
ら
す
ぐ
動
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

⑦
筋
肉
痛
な
ど
の
身
体
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ

　

筋
肉
痛
や
疲
労
は
蓄
積
す
る
と
病

気
や
ケ
ガ
の
元
に
な
り
ま
す
。「
さ
あ
、

や
る
ぞ
！
」
と
思
っ
た
時
は
事
前
に

よ
く
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
を
し
、
水
分

補
給
を
し
な
が
ら
無
理
の
な
い
範
囲

で
や
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
運
動
後
の
ス
ト
レ
ッ
チ

も
お
忘
れ
な
く
。

①
水
分
補
給

　

個
人
や
環
境
に
よ
っ
て
も
異
な
り

ま
す
が
、
１
時
間
の
運
動
で
か
く

汗
の
量
は
約
１
、０
〜
１
、５
リ
ッ
ト

ル
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
の
体
は
、

体
重
の
３
％
の
水
分
を
失
う
と
体
温

調
節
が
不
十
分
に
な
り
、
活
動
が
低

下
し
、
５
％
で
腹
痛
や
吐
き
気
な
ど

が
起
こ
り
ま
す
（
熱
中
症
）。

　

熱
中
症
に
な
る
と
、
ひ
ど
い
場
合
、

命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
汗
を
大
量
に
か
く
夏
場

の
運
動
時
に
は
、
水
分
補
給
が
と
て

も
大
切
で
す
。

　

水
分
補
給
は
、「
の
ど
が
渇
く
前

に
」、「
こ
ま
め
に
」
行
う
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

　

ま
た
、
運
動
前
に
コ
ッ
プ
１
杯
の

水
を
飲
む
の
も
効
果
的
で
す
。

②
服
装

　

運
動
時
の
服
装
は
、
熱
の
こ
も
ら

な
い
通
気
性
の
よ
い
も
の
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

③
時
間
帯

　

運
動
を
す
る
時
間
帯
は
、
比
較
的

涼
し
い
朝
夕
に
行
う
の
が
望
ま
し
い

で
し
ょ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
夏
場
の
運
動
は

水
分
補
給
を
し
っ
か
り
行
い
、
熱
中

症
対
策
を
万
全
に
し
て
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

無
理
を
せ
ず
、
楽
し
く
体
を
動
か

し
、
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

○
強
い
運
動
は
、
よ
り
効
果
的
な
の

で
す
か
？

　

運
動
は
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
効
果

が
上
が
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
は

「
適
度
」
な
強
さ
で
、日
常
的
に
「
継

続
」
で
き
、「
安
全
」
で
あ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
「
歩
く
」
だ
け

の
運
動
で
す
が
、
10
分
程
度
で
も
脂

肪
燃
焼
効
果
が
あ
り
、
ま
た
、
血
糖

値
を
下
げ
、
血
圧
を
下
げ
る
効
果
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
運
動
を
し
な
く
て
も
、

家
事
を
一
生
懸
命
や
れ
ば
、
足
腰
の

筋
肉
も
き
た
え
ら
れ
、
結
果
的
に
太

り
に
く
く
、
寝
た
き
り
に
な
り
に
く

い
体
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
「
歩
く
」
と
き
の
基
本
は
？

　

姿
勢
を
正
し
、
歩
幅
を
や
や
広

め
に
と
っ
て
、
さ
っ
さ
と
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。
運
動
効

果
を
高
め
た
い
と
き
は
、
軽
く
息
が

は
ず
む
程
度
ま
で
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
ま
す
（
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
）。

健康だより

６月 13日（水）に七城会場で、６月
22日（金）に菊池会場で、それぞれ
３歳児健診がありました。歯科検診の
結果、むし歯がなかった子どもさんを
紹介します。（敬称略）

３歳児健診時
「むし歯なし」の子

　むし歯予防のためには、家族ぐるみで
取り組むことがとても重要です。これか
らも「甘いものを控えること」、「歯みが
きをすること」、「歯を強くすること」、「定
期健診を受けること」を心がけ、むし歯
ゼロで頑張りましょう。
　今回むし歯があったお子さんは、なる
べく早く歯科医院を受診しましょう。

佐
さ っ さ

々心
こ こ あ

愛（○七　新古閑）

田
た し ろ

代優
ゆうすけ

介（○七　菰入）

立
たてやま

山洋
ひ ろ き

希（○七　蟹穴）

伊
い さ

佐真
ま お

央（○七　間所）

金
か な だ

田幸
こうせい

晟（○七　西郷従業員住宅）

佐
さ さ き

々木麻
ま い

衣（○七　大尺）

緒
お が た

方快
か い り

凜（○七　砂田西団地）

七
城
会
場

健康だより

問い合わせ先　健康推進課健康推進係　☎（25）1111

　いよいよ夏本番、暑いのでついついクーラーの効い
た部屋でじーっとしていることが多くありませんか。
　運動は、食事や睡眠・休養と並んで、心身の健康に
不可欠のものです。運動が敬遠されがちなこの時期、
運動について見直してみましょう。

夏の運動

日
常
生
活
の
中
で

　

活
動
量
を
増
や
す

夏
の
時
期
の
運
動
で

特
に
気
を
つ
け
る
こ
と

●
運
動
に
関
す
る　

　
　

よ
く
あ
る
質
問

運
動
の
効
果

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
、
体

重
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

○
心
臓
と
肺
の
機
能
を
高
め
る

○
気
分
転
換
が
で
き
、
ス
ト
レ
ス

を
発
散
で
き
る

○
夜
、
眠
り
や
す
く
な
る

○
中
性
脂
肪
や
悪
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
低
下
さ
せ
、
生
活
習

慣
病
を
予
防
・
改
善
で
き
る

菊
池
会
場

稲
い な だ

田尚
なおゆき

幸（○菊　上町）

櫛
く し だ

田昂
こ う き

樹（○菊　中町）

濱
はま

　文
ふ み え

愛（○菊　北原）

東
ひがし

　祐
ゆ う た

太（○菊　高野瀬）

瀬
せ と

戸　楓
かえで

（○菊　片角）

玉
た ま い

井心
み れ い

聖（○菊　片角）

宮
みやざき

﨑光
ひ か る

琉（○菊　原細永）

荒
あ ら き

木美
み な み

波（○菊　北宮）

辻
つじ

　雄
ゆうせい

盛（○菊　北宮）

動きやすいスタイルで、思いたったらすぐ運動することができます

ぞうきんがけなども一生懸命にやれば相当の運動量になります

やや遠くを見る
胸を張る
軽くこぶしを握る

おなかを
ひきしめる

かかとから着地
歩幅は広め

背すじをのばす

ひじはスピードに
あわせて曲げる

生
活
の
中
の

　

運
動
の
ポ
イ
ン
ト
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新着図書情報

江戸は心意気 山本一力　著
　希代の宣伝上手。「元禄バブル」で財をなした
豪商、紀伊国屋文左衛門の事実や幕府財政を立て
直した八代将軍の吉宗。江戸期の貨幣経済や庶民
の生活をテーマにした時代小説ファン必読のエッ
セイ。

きみはポラリス 三浦しをん　著
　裏切り、結婚、犯罪、信仰、偏愛、同性愛・・・。これも愛、
あれも愛。そんな言葉の枠からはみだした微妙な関係を、著者
が独自の感性でつむぎだす。11の「恋愛のカタチ」を収めた短
編集。

氷の華 天野節子　著
　夫の海外出張中にかかってきた一本の電話。愛人と名乗る女
からの電話は、恭子を殺人へと駆り立ててゆく。犯行後の取調
べの中で恭子はある疑念を抱く。これは誰かが仕組んだ罠なの
か・・・!? 美貌の容疑者とベテラン刑事の壮絶なバトル。罠が
罠を呼ぶ、本格ミステリー。

正義のミカタ 本多孝好　著
　亮太は、いじめられた長い冬の時代にピリオ
ドを打つべく大学へ。そこで怪しげな「正義の
味方研究部」にスカウトされる。いじめ、格差
社会と生きにくい世の中で不安な将来を明るく
照らす希望の星となれるのか。悩んでなんかい
られない痛快青春小説。

カシオペアの丘で 重松清　著
　かつて炭鉱で栄えた北海道の小都市で育った幼なじみ４人。
その１人俊介は、ある事件をきっかけに故郷に背を向け生きて
きた。40歳を目前にし、「人生の終わり」を突きつけられたとき、
テレビに映し出された思いでの丘。導かれるように最後の旅に
でる・・・。友情の人生の素晴らしさを魂に訴えかける長編小説。

戦力外通告 藤田宜永　著
　「55歳でリストラされ、新しい人生はそこから始まった。」夫
婦の危機、家族の崩壊、肉体の衰え・・・。悩みは山ほどあるが、
本当の「戦力外通告」を受けるにはまだ早すぎる。転換期を迎
えた男たちの心の惑いを描きだす。中年男性への讃歌ともいえ
る渾身の一冊。

モーツァルトとクジラ
ジェリー・ニューポート　著

　アスペルガー症候群のジェリーとメアリーは、
対人関係をうまく築くことができない。相手を
想う気持ちをうまく表せないもどかしさに苦し
みながらも、共に生きることを選んだ２人。愛
することは心の傷と怒りを全部捨てること。今
春映画公開された話題のノンフィクション。

作家の値段 出久根達郎　著
　一冊ウン十万円も！これが文豪たちの価値？初版なのか、帯
や函は残っているか、もちろん作家の人気でも・・・。様々な
条件で、古本の価値は大きく変わる。自らも古本屋を営み、業
界を知り尽くした著者による作品にまつわる裏話も興味津々の
一冊。

死体との悲しい約束 -監察医が交わした -
上野正彦　著

　自殺する時に遺書を残す。子どもも老人も同じだ。しかし、
その内容には明らかな違いがある。家族に迫害された末に自ら
静かに生を閉じた老人達の傍らに置かれた遺書。監察医が涙を
こらえて検視した、事件の謎と真相。

ここまでわかった「黄砂」の正体　　　　　
三上正男　著

　重いはずの鉱物でできている黄砂が風に乗って海を渡る。軽い
有機物でできているスギ花粉が風に乗り、海を渡って長距離の旅
をすることはできない。自然界に存在しているものの性質には、
ある種、合理性と必然性が備わっている。知っているようで知ら
ない「黄砂」レポート。

漂流物 ディヴィッド・ウィーズナー　作
　ある夏の日、浜辺に打ちあげられた１台の古いカメラ。それ
を見つけた少年がフィルムを現像してみると驚くような世界
が・・・。ページをめくるたびに絵本の世界に惹きこまれてし
まいます。ウィズナーがあなたに伝えたい世界とは ?想像力を
いっぱいにふくらませて楽しめる文字のない絵本です。2007年
コールデコット賞受賞作品。

ともだちみっけ 那須正幹　作
　１年生のおさむ君は友達みっけの名人です。入学してから１
週間もしないうちにクラスのみんなと友達になりました。でも、
１人だけ友達になれない子がいます。となりの席のおくやまさ
んです。それには秘密があって・・・。ちょっぴり不思議で楽
しいお話。

きこえる！きこえる！
アン&ポール・ランド　作

　『しずかに・・・とってもふしぎ。なんにも
おとをたてないのに きこえるもの。なんだろ
う ?きこえるかい ?』
　アメリカを代表するグラフィックデザイ
ナー、アン&ポールランドが描いた、色使い、
絵柄も秀逸で大人も楽しめる絵本。

魔女の宅急便 その5 角野栄子　著
　コリコの町に来て６年、キキは19歳になりました。宅急便の
仕事も順調で楽しい毎日のはずが・・・。何か物足りない、つ
いついイライラ。ジジは白猫に夢中で魔女猫言葉も半分しか
話せなくなっています。そんな中、魔法もおかしくなってき
て・・・。キキ十代最後の物語。

あきらめないこと、それが冒険だ 野口健　著
　落ちこぼれだった学生時代。一冊の本が僕の進む道を教えて
くれた。失敗しても諦めず、エベレスト登頂を成功！しかし、
山が見せてくれたのは美しい景色だけではなかった。世界７大
陸最高峰登頂を成しとげ、山のゴミ問題にも立ち向かった登山
家・野口健のノンフィクション。

私の好きなお国ことば
小学館辞典編集部　編

　北海道から沖縄まで 47都道府県それぞれの方
言を、各界の第一線で活躍する著名人たちがその
思い出を語り、紹介。熊本からは、歌手の八代亜
紀が父との思い出を語る。

月光スイッチ 橋本紡　著　
　香織の恋人は、既婚者。しかも奥さんは妊娠中。奥さんが出
産で里帰りしたため、香織は恋人とかりそめの生活をすること
に。孤独に揺れながらも一歩踏み出していく、何かを変えるス
イッチを探す、一夏の物語。

泗水図書館

中央公民館図書室

藤原正彦の人生案内 藤原正彦　著
　学校での悩み、家庭での悩み、受験や就職の悩み、性格につ
いての悩み、子どもや孫に関する悩み等々 ...。著者が新聞紙上
で受けた人生相談を「10代の悩み」～「60代の悩み」に分け
て紹介。

図
書
だ
よ
り

問い合わせ先
   中央公民館図書室　☎（25）1672
   七城公民館図書室　☎（25）1580
   旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線 303
   泗水図書館　　　　☎（38）6866

耳より情報 ８月の予定
中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室

泗水図書館

１ 水
２ 木
３ 金
４ 土 閉室日
５ 日 閉室日 閉室日 閉室日
６ 月 休館日
７ 火
８ 水
９ 木

10 金 手作り絵本講座
10:00 ～

11 土 閉室日
しすいっ子童話会
のおはなしかい
11:00 ～

12 日 閉室日 閉室日 閉室日
13 月 休館日
14 火
15 水 閉室日
16 木

17 金 手作り絵本講座
10:00 ～

18 土 閉室日 古典を楽しむ会 
14:00 ～

19 日 閉室日 閉室日 閉室日 お楽しみ会 
14：00～

20 月 休館日
21 火
22 水
23 木

24 金 手作り絵本講座
10:00 ～

25 土 閉室日
しすいっ子童話会
のおはなしかい
11:00 ～

26 日 閉室日 閉室日 閉室日
27 月 休館日
28 火
29 水
30 木
31 金 休館日

１ 土 閉室日
２ 日 閉室日 閉室日 閉室日
３ 月 休館日

　

私
の
す
い
せ
ん
す
る
本

は
「
ナ
ツ
カ
の
お
ば
け
事

件
簿
」
で
す
。
さ
い
と
う

さ
ん
は
、「
ル
ド
ル
フ
と

イ
ッ
パ
イ
ア
ッ
テ
ナ
」
な

ど
の
本
を
書
い
た
人
で
す
。

　

こ
の
本
の
し
ゅ
じ
ん
公

は
、
ナ
ツ
カ
と
い
う
女
の

子
で
す
。
ナ
ツ
カ
は
パ
パ

に
ゴ
ー
ス
ト
バ
ス
タ
ー

（
お
ば
け
た
い
じ
や
）
の

し
ご
と
を
す
す
め
ま
し
た
。

さ
い
し
ょ
に
た
い
じ
す
る

の
は
、
毎
ば
ん
電
話
を
か

け
て
く
る
人
形
の
お
ば
け

「
メ
リ
ー
さ
ん
」。
つ
ぎ
は
、

な
ぜ
か
か
べ
か
ら
で
て
く

る
「
ろ
く
ろ
っ
手
」
と
、

い
ろ
ん
な
お
ば
け
が
見
ら

れ
て
お
も
し
ろ
い
で
す
。

そ
れ
に
、
３
か
ん
の
「
ゆ

う
れ
い
ド
レ
ス
の
な
ぞ
」

で
は
、
パ
パ
が
お
金
も
ち

の
家
に
ま
い
ご
の
黒
ね
こ

を
と
ど
け
た
ら
、「
も
う
、

い
ら
な
い
か
ら
」
と
言
わ

れ
、
か
う
こ
と
に
し
た
黒

ね
こ
の
エ
ル
ゼ
ベ
ー
ト
が

と
う
じ
ょ
う
し
ま
す
。
パ

パ
の
へ
や
で
あ
そ
ん
で
い

る
エ
ル
ゼ
ベ
ー
ト
を
見
つ

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
７
か

ん
ま
で
出
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
、
ぜ
ん
ぶ
読
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。
お
ば
け
が

好
き
な
人
は
、
ぜ
ひ
ぜ
ひ
、

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

私
の
推
薦

上
うえ

村
むら

ゆいさん
（泗水小２年）

手作り絵本講座（全3回）
　世界で一冊だけの素敵な絵本を作ってみません
か？参加を希望する人は、泗水図書館までお申し
込みください。
と　き　８月 10日（金）
　　　　８月 17日（金）
　　　　８月 24日（金）
いづれも
午前 10時 30分～正午
ところ　泗水図書館
定　員　先着 15人
（泗水図書館）

こわ～いおはなし会
　８月 19日（日）午後２時からのお楽しみ会は、
「こわ～いおはなし会」です。暑い夏に怖い話で
涼しくなれるかな？どなたでもお気軽にお越しく
ださい。
（泗水図書館）

今月のおすすめコーナー
　８月 15日は終戦記念日です。戦争や平和に関
する本を展示しています。もう一度戦争について
考えてみませんか？
（泗水図書館）

もしもし、運命の人ですか。 穂村弘　著
　好意を寄せていた女性をある映画のキャラクターに似ている
と言われ、好意が急速にさめてしまった。ただ一度出会った高
速道路料金所の若い女性を時々思い出しては、その笑顔を限り
なく眩しいものとして想像する ...。歌人である著者による、ユー
モアにあふれる恋愛エッセイ集。

ナ
ツ
カ
の
お
ば
け
事
件
簿

シ
リ
ー
ズ

斉
藤　

洋　

作

か
た
お
か　

ま
な
み　

絵

新版 浜田ひろすけ紙芝居全集
浜田ひろすけ　作、
野村たかあき　他　絵
　こころの優しい赤鬼は、人間とも仲よくし
たいと思っていたが、なかなか仲よくなる
ことができない。そのことを友だちの青鬼に相談すると ...。代
表作「ないたあかおに」や「りゅうのめのなみだ」など、優しさ
や思いやりに満ちた、ひろすけ童話の名作６作品を紙芝居化。
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高
齢
者
大
学
文
芸
部　

７
月
歌
会

紫
陽
花
に
ひ
と
雨
欲
し
き
夕
ま
ぐ
れ
水
を
灌
げ
ば
あ
た
り

烟
ら
ふ 

川
口　

敦
子

朱
の
カ
ン
ナ
窓
辺
に
咲
き
て
今
朝
も
ま
た
老
の
心
を
励
ま

し
く
る
る 

氏
岡　

百
枝

雨
露
を
保
ち
て
咲
け
る
紫
陽
花
の
地
に
つ
く
ほ
ど
に
た
わ

む
花
あ
り 
安
東　

綾
子

訪
ね
れ
ば
友
は
留
守
ら
し
庭
の
辺
の
梔
子
の
花
に
声
か
け

帰
る 

北
村　

玉
恵

思
ひ
出
の
こ
も
り
し
品
を
捨
て
切
れ
ぬ
わ
れ
の
執
着
い
つ

ま
で
続
く 

中
村
ト
メ
子

代
か
き
を
終
へ
し
水
面
を
吹
く
風
の
泥
の
に
ほ
ひ
の
吾
に

は
や
さ
し 

中
津　

ツ
ユ

庭
先
に
咲
き
ほ
こ
る
百
合
朝
夕
を
夫
と
楽
し
む
今
日
も
穏お

だ

し
く 

河
津　

豊
子

夫
の
風
呂
や
や
長
け
れ
ば
幾
た
び
も
覗
き
に
行
き
ぬ
二
人

の
生た

つ

活き 

中
原　

光
子

今
日
よ
り
は
吾
の
細
事
の
一
つ
増
ゆ
鈴
虫
漸
く
生
れ
出
で

た
り 

梅
野
か
を
り

朝
日
光
し
み
ら
に
そ
そ
ぐ
山
茶
花
の
一
本
の
緑
と
と
の
ひ

に
け
り 

岡
本　

ト
シ

万
句
の
里
俳
句
会　

６
月
句
会

晩
年
は
文ふ

づ
く
え机
ひ
と
つ
新
茶
汲
む 

打
出　
　

貞

紫し

そ蘇
揉も

み
て
一
段
落
の
つ
き
に
け
り　

 

野
中　

公
枝

薫く
ん
ぷ
う風
に
森し

ん
ら
ば
ん
し
ょ
う

羅
万
象
目
覚
め
出
す 

隈
部　

輝
子

薫
風
や
キ
ヤ
ツ
チ
ボ
ー
ル
の
親
子
か
な 

田
島　

房
子

夏
霞
故こ

ざ
ん山
こ
と
ご
と
包
み
け
り 

加
藤　

妙
子

蛍
火
の
指
揮
者
居
る
か
に
一
斉
に 

北
村　

妙
子

雨
を
待
つ
疲
れ
の
見
え
し
七
変
化 

平
山　

邦
子

狭さ

庭
今
や
さ
し
く
な
り
し
花
石ざ

く
ろ榴　

 

宮
本　

雅
子

魚
屋
に
活
気
あ
り
た
る
初
鰹 

林　

ま
つ
子

万
緑
の
彼
方
に
浮
か
ぶ
阿
蘇
の
嶺み

ね 

冨
田　

幸
子

成
長
の
孫
を
見
つ
め
る
運
動
会 

茨
木　

幸
子

ほ
し
い
ま
ま
山
風
入
れ
て
バ
ン
ガ
ロ
ー 

松
永　

久
子

肥
後
狂
句
桜
会 

例
会
入
選
句
集
よ
り

ク
ラ
ス
会 

恩
師
の
涙
流
さ
し
た 

小
川　

繁
美

変
な
世
の
中 

い
ん
ま
地
球
は
た
ぎ
り
出
す 

高
倉　

新
米

爺
ち
ゃ
ん
の 

話
相
手
は
植
木
鉢 

須
藤　

新
生

戻
り
道 

磁
石
の
ご
た
る
縄
の
れ
ん 

狩
野　

本
六

爺
ち
ゃ
ん
の 

婆
が
居
ら
ん
と
夜
の
明
け
ん 
安
武　

二
山

ク
ラ
ス
会 

来
る
と
は
い
つ
も
同
じ
顔 
窪
田　

明
徳

耐
え
き
ら
ん 

嫁
の
我
慢
も
限
度
で
す 

荒
木　

玄
海

焚
き
割
っ
て 

人
の
冷
た
さ
知
ら
さ
れ
た 

田
中　

孝
幸

爺
ち
ゃ
ん
の 

あ
ん
た
わ
何
処
の
人
な
て
ち 

東　
　

栄
次

ク
ラ
ス
会 

ふ
る
里
訛
り
し
ゃ
べ
り
あ
う 

北
村　

竹
刀

爺
ち
ゃ
ん
の 

新
聞
よ
り
も
早
か
朝 

光
堀　

善
教

戻
り
道 

土
産
の
重
い
里
帰
り 

藤
由　

藤
紫

泗
水
短
歌
会　
　
　

６
月
詠
草

つ
る
ば
ら
の
紅
色
映
ゆ
る
木
戸
の
み
ち
ゆ
る
ゆ
る
歩
く
日

に
幾
度
も 

増
田
久
美
子

此
の
日
頃
庭
に
見
え
ざ
る
野
良
の
猫
今
朝
は
子
猫
が
後
従

き
通
る 

大
島　

き
と

三
輪
車
漕
ぐ
を
覚
え
て
二
才
児
は
夕
暮
れ
ま
で
も
車
は
な

さ
ず 

平
嶋
き
く
え

夕
暮
れ
の
空
を
南
へ
行
く
飛
行
機
よ
誰
か
の
旅
の
終
り
と

な
ら
む 

宮
本　

峯
子

探
し
啼
く
猫
を
抱
き
て
「
じ
い
ち
ゃ
ん
は
死
ん
だ
」
と
悟

す
日
に
幾
度
も 

長
尾
は
る
み

紫
蘇
洗
う
良
き
紅
だ
す
が
に
紫
大
葉
が
両
手
を
覆
う

 

髙
藤
タ
ツ
ノ

朝
な
夕
鉦か

ね

を
啼
ら
し
て
片
た
よ
り
亡
夫
に
ひ
と
刻
言
葉
を

交
す 

福
原
美
智
子

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
大
輪
の
花
咲
き
匂
う
娘
の
思
ひ
と
ど
け
と

ば
か
り
匂
う 

中
山　

定
子

「
千
の
風
に
な
っ
て
」
を
習
い
唄
う
時
吾あ

も
お
ヽ
ら
か
に

な
り
た
る
気
の
す 

内
田
つ
ね
代

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　

６
月
例
会

朝
刊
の
少
し
重
た
き
梅
雨
に
入
る 

五
丁　

義
昭

姫
百
合
の
深し

ん
く紅
を
供そ

な

へ
沖
縄
忌 

内
村　

泊
虹

誰
も
来
ぬ
一ひ

と

ひ

ま

つ

り

か

ト
日
茉
莉
花
よ
く
匂に

お

ふ 

坂
本
ま
つ
え

命い
の
ちぞ
宝

た
か
ら

重お
も

し
沖
縄
慰
霊
の
日 

藤
本　

邦
治

梅
の
実
の
青
き
音
立
て
塀へ

い

の
外そ

と 

寺
本　

和
子

新
緑
の
中
に
真ま

っ
か赤
な
花は

な
ざ
く
ろ

石
榴 

藤
本
ア
ツ
子

朝
涼
し
大お

お
あ
お
だ
は
ら

青
田
原
一い

ち
ぼ
う望
に 

内
村　

鈴
子

戴
き
し
胡
瓜
の
と
げ
の
痛
さ
か
な 

服
部　

静
子

底そ
こ
べ
に紅
の
木む

く
げ
い
ち
り
ん

槿
一
輪
今
朝
の
庭 

村
山　

数
恵

肥
後
狂
句
水
笑
会　

６
月
例
会

風
呂
上
が
り　

体
重
計
ば
蹴
る
媽
ァ 

水　

光

う
っ
座
り　

金
比
羅
さ
ん
は
駕
籠
が
え
え 

英　

坊

せ
っ
こ
う
で　

振
り
込
め
詐
欺
に
あ
わ
し
た
つ 

三　

水

せ
っ
こ
う
で　

犬
が
か
じ
っ
た
ア
ス
ベ
ス
ト 

三　

代

せ
っ
こ
う
で　

立
っ
た
ま
ん
ま
で
流
し
込
む 

五　

女

風
呂
上
が
り　

風
の
前
か
ら
ど
か
ん
媽 

美　

由

風
呂
上
が
り　

ビ
ー
ル
は
兵
児
の
次
で
す
よ 

好　

茶

七
城
短
歌
会　
　
　

６
月
詠
草

田
に
急
ぐ
我
の
足
も
と
強
風
に
追
わ
れ
逃
げ
来
し
楠
落
葉

数
枚 

高
木　
　

精

目
覚
む
れ
ば
救
急
車
の
音
近
ま
り
ぬ
気
掛
る
事
あ
り
行
方

を
追
う
も 

池
田
カ
ツ
子         

年
金
で
騒
げ
る
世
間
石
垣
に
垂
れ
し
ホ
タ
ル
袋
も
揺
ら
ぐ            

 

岩
津　

凉
子

取
り
柄
な
く
経
る
わ
れ
水
引
く
苗
床
の
稚
苗
が
止と

ど

む
る
露

玉
光
る 

佐
　々

重
弘

級
友
が
送
り
く
れ
た
る
荷
を
解
く
手
摘
み
せ
し
と
ふ
茶
の

香
起
ち
く
る 

下
川　

つ
ぎ

縁
側
に
今
朝
咲
く
真
紅
の
サ
ボ
テ
ン
を
足
萎
え
忘
れ
し
ば

し
立
ち
見
し 

堀　
　

甲
子

朝
餉
時
窓
越
し
見
え
て
小
雀
を
衡く

わ

え
し
鵙も

ず

は
何
処
へ
飛
び

立
つ 

村
上　

幾
雄

葉
タ
バ
コ
の
花
見
る
散
歩
も
今
日
ま
で
か
馴
染
み
の
夫
婦

が
せ
っ
せ
と
摘
み
い
る 

緒
方　

寛
子

藤
棚
の
真
下
に
座
り
咲
き
揃
う
花
の
香
り
に
暫
く
浸
る 

 

松
岡
ミ
チ
エ

夕
の
空
長
く
尾
を
引
く
飛
行
機
雲
そ
の
最
果
て
に
学
友
眠

る 

池
田　

禮
子

旭
志
文
芸
俳
句
会　

６
月
詠
草

早
苗
田
の
水
面
に
浮
か
ぶ
ち
ぎ
れ
雲 

芹
川
の
り
子

新
緑
の
上
一
筋
の
飛
行
機
雲 

郷　

ミ
ヤ
子

早
起
き
を
孫
に
た
の
ま
れ
明
け
易
し 
水
谷　

ミ
ネ

携
さ
え
て
散
歩
の
夫
婦
菜
花
道 
工
藤　

房
子

紫
陽
花
に
一
雨
欲
し
や
梅
雨
晴
れ
間 

東　
　

芳
子

ま
ゝ
ご
と
や
い
た
や
楓
の
陰
涼
し 

中
尾
ヨ
シ
コ

半
夏
生
西
瓜
も
畑
で
出
番
待
つ 

出
田
み
ど
り

広
報
文
芸
き
く
ち

広
報
文
芸
き
く
ち
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老
人
医
療
受
給
者
証
を
持
っ
て
い

る
人
で
、
次
の
②
ま
た
は
③
に
該
当

す
る
人
は
、
申
請
し
て
認
定
さ
れ
る

と
減
額
認
定
証
が
交
付
さ
れ
、
入
院

し
た
時
に
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担

金
と
食
事
負
担
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

既
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
も

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。　

※
万
が
一
入
院
す
る
時
は
、
老
人
医

療
受
給
者
証
な
ど
と
一
緒
に
減
額

認
定
証
を
忘
れ
ず
に
医
療
機
関
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
院
時
の
食
事
負
担
金
な
ど
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

受
付
期
間

　

８
月
１
日
（
水
）
か
ら
随
時
受
け

付
け
ま
す
が
、
更
新
の
申
請
は
８
月

31
日
（
金
）
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

そ
れ
以
降
は
、
認
定
期
間
が
変
わ
り

ま
す
。

認
定
期
間

　

申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
平
成
20

年
３
月
31
日
ま
で

受
付
場
所　

健
康
推
進
課
、
各
総
合

支
所
民
生
課
窓
口

申
請
に
必
要
な
も
の

　

老
人
医
療
受
給
者
証
、
健
康
保
険

証
、
健
康
手
帳
、
印
鑑
、
医
療
機

関
発
行
の
領
収
書
（
８
月
１
日
現
在

長
期
認
定
に
該
当
す
る
人
）、
平
成

19
年
１
月
２
日
以
降
転
入
し
た
人
は
、

所
得
課
税
証
明
書
の
提
出
を
お
願
い

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係
、

各
総
合
支
所
民
生
課

　

新
し
い
保
険
証
（
カ
ー
ド
）
を
７

月
14
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間
に
、
郵

便
局
の
「
配
達
記
録
」
で
該
当
世
帯

に
送
付
し
ま
し
た
。

　

留
守
な
ど
で
受
け
取
り
が
で
き
な

か
っ
た
世
帯
の
保
険
証
は
、
８
月

１
日
か
ら
市
役
所
健
康
推
進
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
民
生
課
で
お
預
か
り

し
て
い
ま
す
の
で
、
身
分
を
証
明
で

き
る
も
の
と
印
か
ん
を
お
持
ち
の
上
、

受
け
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係
、

各
総
合
支
所
民
生
課

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　�（25）1111

問い合わせ

七城総合支所　�（25）1000

旭志総合支所　�（37）3111

泗水総合支所　�（38）2111

本　　庁

総合支所

　月：坐骨神経痛

　火：過換気症候群

　水：水虫の話

　木：歯を抜いたあとは

　　　どうなるの？

　金：手掌多汗症

土日：性交は必要か

8月の　　　　　健康情報
☎096（385）3300 （24時間）

モシモシモシモシモシモシ

　現在、400ml 献血の需要が大変

大きくなっています。また、薬を飲

んでいる人でも、献血をお願いでき

る場合もあります。皆さんの温かい

ご協力をお願いします。

　献血の安全性向上のため、運転免

許証などの身分証明証による本人確

認をお願いしています。また、献血

カードを持っている人は、一緒に持

参してください。

問い合わせ先
　健康推進課健康推進係

と　き　８月６日（月）
　　　　午前９時 30分～正午
ところ　七城多目的研修センター
内　容　400ml 献血

献血のご協力を
お願いします

●BCG
と　き　８月 23日（木）
午後１時 30分～午後２時（受付）
ところ　菊池市文化会館
持ってくるもの　母子健康手帳（忘れると接種が
できません）、予診票
対象者　生後３カ月以上６カ月未満の乳児

8月の予防接種
問い合わせ先　健康推進課健康推進係

　熊本県では、７月と８月を「愛の血液助け合い運動」期
間として、広く県民の皆さんに献血の呼びかけを行ってい
ます。
　夏場は、長期の休みや暑さにより、献血者が減少するこ
とが心配されています。
　特に若い人たちにお願いします。“あなたの元気を誰か
の元気に”献血にご協力ください。
問い合わせ先　健康推進課健康推進係

老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
申

請
（
更
新
）
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す

①一般、現役並みの所得がある人
•入院時の食事負担は１食につき 260円

②世帯全員が市民税非課税の場合（区分Ⅱ）
•入院時の食事負担は 1食につき 210円
※入院一部負担金は、月に 24,600 円が限度。
※長期入院の場合は、過去 12カ月の認定期間内に入院が 90日を
越えたときは、再度申請すると１食につき 160円。

③世帯全員が市民税非課税で、世帯全員の各所得が０円、かつ年
金収入が 80万円以下の場合（区分Ｉ） 

•入院時の食事負担は１食につき 100円
※入院一部負担金は、月に 15,000 円が限度。

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証

は
届
い
て
い
ま
す
か
?

児童扶養手当
○受給できる人
　日本国内に住所があり、公的年金を受給していない人（国
民年金法に基づく老齢福祉年金を除く）で、次の要件のい
ずれかに該当する児童を養育する母に支給されます。
　母がいなかったり、母が養育しない場合には、児童を養
育する養育者に支払われます。
•母が離婚した後、父と生計を同じくしていない児童
•父が死亡した児童
•父が重度の障害にある児童
•父の生死が明らかでない児童
•父から引き続き１年以上遺棄されている児童
•父が法令により引き続き１年以上拘禁されている児童
•婚姻によらないで生まれた児童（認知された児童を含む）
○次の場合は手当が支給されません
児童が・・・
•日本国内に住所がないとき
•父または母の死亡について支給される公的年金給付を受
けることができるとき

•父に支給される公的年金給付の加算の対象になっている
とき

•労働基準法などの規定による遺族補償を受けることがで
きるとき

•児童福祉施設等に入所または里親に委託されているとき
•母の配偶者（事実上の婚姻関係の場合も含む）に養育さ
れているとき（父に重度の障害がある場合は除く）

母または養育者が・・・
•児童を監護していないとき
•日本国内に住所がないとき
•公的年金を受けることができるとき
○所得制限
　手当を請求する本人、その配偶者および扶養義務者の所

得が一定以上の場合は、手当ての一部または全部が停止さ
れます。
○養育費
　前年中に受け取った養育費の８割を所得に加算します。
特別児童扶養手当
（月額　１級　50,750 円 / ２級　33,800 円）
○受給できる人
　身体または知的・精神に障害を持つ 20歳未満の児童を
養育している父か母、または父母に代わって養育している
人に支給されます。障害要件・所得制限があります。
○次の場合は手当が支給されません
•対象障害児が 20歳に達したとき
•対象障害児が障害による年金を受けることができるよう
になったとき

•対象障害児の障害の程度が、障害要件に該当しなくなっ
たとき

•対象障害児が児童福祉施設などに入所したとき（母子と
ともに入所する場合を除く）

•受給者が対象児童を監護しなくなったとき
•受給者・対象障害児が日本国内に住所がないとき
特別障害者手当（月額 26,440 円）
　身体または知的・精神に著しく重度の障害があるため、
日常生活において常時特別の介護を必要とする 20歳以上
の人に支給されます。障害要件・所得制限があります。
　病院に 3カ月以上継続して入院しているとき、施設に
入所しているときは支給されません。
障害児福祉手当（月額 14,380 円）
　身体または知的・精神に重度の障害があるため、日常
生活に介護を必要とする 20歳未満の児童に支給されます。
障害要件・所得制限があります。
　障害による年金の給付を受けることができるとき、施設
に入所しているときは支給されません。
※現在、各手当を受給している人の児童扶養手当の現況届
は、毎年、８月１日（水）から８月 31日（金）までの間
に、その他の手当は、８月 13日（月）から９月 10日（月）
までの間に受給者の皆さんが提出してください。
　今年も関係書類を送りますので、ご協力をお願いします。
問い合わせ・提出先
○児童扶養手当に関すること
　子育て支援課　または　各総合支所民生課
○その他の手当てに関すること
　福祉課　または　各総合支所民生課※一部支給については、所得額に応じて支給額が決定されます。

区　分 全部支給される人 一部支給される人

児童１人のとき 41,720 円 41,710 円
～ 9,850 円

児童２人のとき 46,720 円 46,710 円
～ 14,850 円

児童３人以上
のとき ３人目以降１人当たり 3,000 円加算

児童扶養手当支給額（月額）

児
童
セ
ン
タ
ー
に
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か
?

●
児
童
劇
巡
回
事
業「
春
夏
？
冬（
あ

き
な
い
）
む
か
し
ば
な
し
」

と　

き　

８
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

と
こ
ろ　

西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

内　

容　

宮
城
の
昔
ば
な
し
を
宮
城

弁
で
語
り
ま
す
。
ま
た
、
役
者
の
表

現
力
だ
け
で
、
見
る
人
の
創
造
の
世

界
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。
全
国
の
児

童
館
を
巡
回
し
、好
評
の
劇
団
で
す
。

劇
団
名　

横
山
企
画

対　

象　

市
内
の
小
学
生
。
読
み
聞

か
せ
の
会
な
ど
の
大
人
も
大
歓
迎
で

す
。
年
配
の
人
も
楽
し
め
ま
す
。

参
加
費　

無
料

●
プ
ー
ド
ル
雅
子
＆
ピ
エ
ロ
の
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

と　

き　

８
月
28
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

と
こ
ろ　

西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

内　

容　

３
月
に
続
き
再
登
場
の
マ

ジ
ッ
ク
で
す
。

対　

象　

市
内
小
学
生
・
幼
児
と
保

護
者

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
児
童

セ
ン
タ
ー　
　

☎
（
24
）
３
４
７
２

児童扶養・特別児童扶養・特別障害者・児童福祉の制度

現況届を提出してください現況届を提出してください
ご存知
ですか？
ご存知
ですか？
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



　

現
在
菊
池
市
で
は
、「
泗
水
地
区
」

の
上
・
下
水
道
の
水
栓
番
号
（
※
注

意
）
の
統
一
を
進
め
て
い
ま
す
。
泗

水
地
区
の
一
部
の
お
客
様
で
上
水
道

と
下
水
道
の
「
使
用
者
名
義
が
異

な
っ
て
い
た
り
」、「
同
じ
住
居
で

あ
り
な
が
ら
地
番
が
異
な
っ
て
い
た

り
」
な
ど
、
お
客
様
の
情
報
管
理
面

に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

　

水
栓
番
号
を
統
一
す
る
こ
と
で
、

お
客
様
の
情
報
面
が
整
備
さ
れ
、
伝

達
の
誤
認
な
ど
の
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

ま
た
、
一
枚
の
納
付
書
に
よ
り
納

入
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
本
市
に

と
っ
て
も
経
費
削
減
と
な
り
、
強
い

て
は
お
客
様
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

水
栓
番
号
統
一
の
た
め
、
お
客
様

の
振
替
口
座
情
報
・
使
用
者
氏
名
な

ど
を
照
会
し
ま
す
。
照
会
は
、
郵
送

（
往
復
）
ま
た
は
直
接
訪
問
（
身
分

証
明
書
提
示
）
以
外
で
の
照
会
は
行

い
ま
せ
ん
。
提
出
い
た
だ
い
た
書
類

に
不
備
が
あ
る
場
合
は
電
話
に
て
照

会
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

※
注
意

　

水
栓
番
号
と
は
、
土
地
に
地
番
が

あ
る
よ
う
に
お
客
様
毎
（
上
水
道
、

下
水
道
加
入
者
様
）
に
上
水
道
・
下

水
道
に
番
号
を
付
し
て
い
る
も
の
で

す
。

●箸はこびは、まずおかずへ !
　毎日暑い日が続いていますがお元気ですか ?食事の量
が減ってきたら、おかずを優先して食べましょう。さまざ
まな栄養素を摂取しているか否かは、おかずを十分に食べ
ているかで決まってしまいます。
　高齢期は健康状態や生活習慣などによって大きな個人差
が出てきます。食の進む人もいれば、もともと食の細い人
もいます。しかし、誰しも健康を保つために大切なことは、
体に必要な栄養素をバランスよく取ることです。
●主食だけでおなかをいっぱいにしない
　おかずには、健康維持に欠かせないたんぱく質やビタミ
ン、ミネラルを補う重要な役割があります。おかずより主
食（ごはん、パン、麺類など）を中心にして食べると、エ
ネルギーは満たしても、ほかの栄養素を十分に取れないう
ちにおなかが一杯になってしまいがちです。少食の人ほど、
おかずをしっかり食べることが大切です。
●酢の効用
　酢は独特の酸味と香りが特徴で、魚や肉などの素材が持

つ旨味を引き出します。いろいろな素材との相性がよく、
料理の際に重宝する調味料です。また、酢を肉の煮込み料
理に使えば肉の風味を損なわずに柔らかく調理することが
でき、疲労回復や食欲増進、カルシウムの吸収を高める効
果もあります。
●食事は五感で楽しみましょう
　肉料理、魚料理に香り野菜（しその葉や花、しょうが、みょ
うがなど）を添えると、見た目や芳ばしい香りから食欲が
そそられ料理を美味しくします。
　また、料理を配膳する際、思い思いのランチョンマット
に皿を並べたり、庭先に咲いた花などを飾ることで季節感
を感じ、料理を引き立てます。

き
く
筋

•
上
げ
る
手

　

背
中
の
筋
肉
、
腕
の
筋
肉

•
上
げ
る
足

　

背
中
の
筋
肉
、
お
し
り
の
筋
肉
、

も
も
の
裏
や
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉

効　

果

•
肩
こ
り
・
腰
痛
の
予
防
と
軽
減
に

つ
な
が
り
ま
す
。

•
姿
勢
が
よ
く
な
り
ま
す
。

•
お
し
り
の
引
き
締
め
に
つ
な
が
り

ま
す
。

注
意
点

•
手
と
足
の
高
さ
が
同
じ
に
な
る
よ

う
に
少
し
上
げ
ま
す
。

•
肘
と
膝
が
曲
が
ら
な
い
よ
う
、

ま
っ
す
ぐ
上
げ
ま
す
。

•
顔
は
床
に
つ
け
た
ま
ま
伸
ば
し
て

い
る
手
を
見
ま
す
。

•
無
理
を
す
る
と
、
ふ
く
ら
は
ぎ
が

つ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

•
反
り
す
ぎ
る
と
腰
痛
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※
「
長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
指
導
者

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り
抜
粋

体
操
を
無
理
な
く
行
う
た
め
に

•
血
圧
の
高
い
人
や
安
静
時
の
脈
拍

の
多
い
人
、
運
動
を
制
限
さ
れ
て

い
る
人
は
医
師
に
相
談
し
て
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

•
ど
う
き
・
息
切
れ
が
あ
っ
た
り
、

体
調
不
良
の
時
は
、
休
み
ま
し
ょ

う
。

•
必
ず
準
備
体
操
、
整
理
体
操
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

•
痛
み
が
強
く
な
ら
な
い
程
度
で
行

い
ま
し
ょ
う
。

•
適
度
な
休
憩
や
水
分
を
取
り
な
が

ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

体
操
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に

　

こ
の
体
操
を
す
る
時
に
は
、
こ
れ

ま
で
紹
介
し
た
体
操
を
し
た
後
に
行

い
ま
す
。

•
必
ず
大
き
な
声
で
数
を
数
え
ま

し
ょ
う
。（
筋
力
バ
ラ
ン
ス
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
３
秒
間
を
３
回
行
い
ま

す
）

※
息
を
止
め
て
行
う
と
血
圧
が
上

が
っ
た
り
、
疲
れ
が
残
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

•
無
理
を
し
な
い
範
囲
で
行
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
課

　

平
成
19
年
度
の
家
屋
調
査
を
９
月

か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
家
屋
は
、
平
成
19
年
１
月
２

日
か
ら
平
成
20
年
１
月
１
日
ま
で
に

新
築
・
増
改
築
が
完
成
し
た
家
屋
で

す
。
ま
た
、
解
体
し
た
家
屋
も
併
せ

て
確
認
し
ま
す
。

　

調
査
に
は
、
固
定
資
産
評
価
補
助

員
（
市
税
務
課
職
員
）
が
お
伺
い
し

ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
対
象
者
に
は
別
途
通
知
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係
、
各
総
合

支
所
総
務
振
興
課
税
務
係

さ
あ
、
始
め
よ
う
!

長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
シ
リ
ー
ズ
⑪

〜
筋
力
・
バ
ラ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
編
〜

手
と
足
と
背
中

片手と反対の足をまっすぐ伸ばし、同じ高さになる
ように少し上げます

家
屋
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

高齢者の栄養シリーズ⑤

食欲のないときはおかずを先に食べ、ご飯は残す
酢、香辛料、香り野菜を十分に取り入れる

～高齢者のための食生活指針15カ条より～

問い合わせ先　地域包括支援課

●国民健康保険税第２期
●市県民税第２期
※口座振替を利用している人は、８月 27日（月）
に振替を行いますので、残高の確認をお願いし
ます。

８月の「税」の納期限
問い合わせ先　税務課

夏に負けないように、三度の食事は規則正し
く取るように心がけましょう。こまめに水分
を取ることも忘れないようにしましょう。

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
く
の
は
泗
水
地
区
の
一
部
の
お
客
様
で
す

調
査（
照
会
）期
間
は

８
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
で
す

上
水
道
・
下
水
道
の
水
栓
番
号
統
一
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

項　目 内　容 照会方法

①上・下水道の「使用
者名義・地番」が異
なる人

名義人・
地番の統一

水道名義人に照会
書を郵送します

②上・下水道使用料金の
「振替口座名等」が
異なる人

口座の統一 〃

③上・下水道使用料金
の「納付方法」が異
なる人

納付方法の統一 〃

（例）上水道が口座振替、下水道が納付
書による場合は、口座振替に統一
をお願いします

問
い
合
わ
せ
先

•
水
道
局
総
務
係

☎
（
25
）
１
８
１
１
（
直
通
）

•
下
水
道
課
管
理
係

☎
（
25
）
１
１
１
１

（
内
線
３
１
０
２
）

わいふ一番館だよりわいふ一番館だよりわいふ一番館だより 問い合わせ先　わいふ一番館
　�（24）6630

内　容　介護保険制度で要支援１・
２と認定された方の介護支援計画の
作成など
資格要件
　介護支援専門員、保健師、経験の
ある看護師
募集人員　１人
勤務先　菊池市役所地域包括支援課
勤務日数　月に概ね 120 時間（週
30時間程度）
報　酬　月額 134,000 円
申し込み方法
　８月 15日（水）までに、履歴書
を地域包括支援課へ提出してくださ
い
問い合わせ先　地域包括支援課

菊池高齢者大学書道倶楽部
期間 :７月 31日（火）～８月 12日（日）
　西岡先生の指導のもと、22名の未来の書道家が日々練習を重
ねています。５回目となる作品展を催しますので、ぜひご来場く
ださい。

第５回書道展

村川尚子
期間 :８月 14日（火）～８月 26日（日）
　末期癌の叔母が、髪を振り乱しながら、痛みに耐え書いた絵
手紙。叔母と私の二人で一枚の交換絵手紙、たった 23枚のラヴ・
レターを残し、旅立ったのです。

たった23枚のラヴ・レター（絵手紙）

西川誠一
期間 :８月 28日（火）～９月９日（日）
　ボールペン画を始めて 20年。その
活動に賛同した仲間たちとの作品展で
す。冷やかしにおいでください。

西川誠一（ペン画）と仲間展

問い合わせ先
菊池夢美術館　☎（23）1155夢美術館情報

●有田征也個展
期間 :８月３日（金）～８月 15日（水）
　僕は小中学校時代から絵を描くのが大の苦手でした。しかし、
仕事上必要になり描きはじめたのがきっかけで、このたび個展
を開くまでになりました。皆さんにご覧いただけたらと思います。

●菊池南中学校　第 1回美術部作品展「模倣から創造へ」
期間 :８月 18日（土）～９月 12日（水）
※８月 28日（火）は休館日

菊池市包括支援センター
嘱託職員を募集します
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



第５回菊池管内環境フェア第５回菊池管内環境フェア
　
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
後
編
に
よ

れ
ば
、
伊
牟
田
泉
（
一
八
一
七
〜

九
二
）
は
、
田
島
天
満
宮
の
祠し

官か
ん

で
、

神
道
の
衰
退
を
憂
え
て
、
和
漢
学
の

修
得
に
全
力
を
尽
し
た
人
物
で
し
た
。

天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
、
二
十
三

歳
の
時
に
、「
初
め
て
皇
道
を
説
き
、

国
体
を
弁
じ
、
世
人
を
し
て
尊
王
敬

神
の
道
を
悟
ら
せ
、（
中
略
）
藩
主

細
川
侯
の
前
に
於
い
て
、
神
道
講
演

を
命
じ
ら
れ
、
爾じ

後ご

細
川
家
一
門
三

家
を
始
め
、
諸
大
名
及
び
筑
前
・
肥

前
・
豊
後
等
の
諸
藩
に
聘
（
へ
い
）

せ
ら
れ
、
皇
道
の
尊
厳
と
国
体
の
卓

越
に
し
て
、
他
に
比
類
な
き
事
」
を

説
き
、
後
に
神
道
家
と
し
て
九
州
に

お
け
る
尊
王
攘
夷
運
動
の
牽け

ん
引い

ん
的
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
天
保
十
一
年
頃
か
ら
、
伊
牟
田
泉

の
も
と
に
、
諸
国
か
ら
遊
学
し
て

来
る
者
が
次
第
に
多
く
な
り
、
嘉
永

元
（
一
八
四
八
）
年
に
は
、
田
島
天

満
宮
脇
に
私
塾
「
清せ
い
乃の

屋や

」
を
開
き
、

正
式
に
漢
学
・
筆
道
・
算
術
な
ど
や

皇
道
学
を
教
え
ま
し
た
。

　
藩
庁
は
、
同
四
（
一
八
五
一
）
年

に
金
百
疋
を
下
賜
し
、
翌
五
年
に
は
、

八
代
城
代
長
岡
（
松
井
）
佐
渡
か
ら
、

私
塾
「
清
乃
屋
」
の
建
築
用
材
を
給

付
さ
れ
る
な
ど
、
名
声
は
ま
す
ま
す

あ
が
り
、
五
〇
〇
余
の
門
生
の
「
絃げ

ん

誦し
ょ
うの

声
日
夜
絶
え
ず
」
と
い
う
盛
況

ぶ
り
で
し
た
。

　
ま
た
、
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年

三
月
に
、
藩
主
斉な
り
護も
り
は
、
伊
牟
田
泉

に
「
学
問
心
懸
け
厚
く
、
別
て
国
学

に
委く

わ

し
く
、
多
数
の
門
弟
、
教
導

数
年
、
手
厚
く
行
き
届
き
、
且
つ

能
く
両
親
に
孝
道
を
尽
く
す
」
と
し

て
、
毎
年
米
五
俵
を
給
付
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
て
「
清
乃
屋
」
は
明
治

五
（
一
八
七
二
）
年
の
「
学
制
発
布
」

（
実
際
は
明
治
十
七
年
）
ま
で
続
き

ま
し
た
。

　
肥
後
藩
知
事
細
川
護
久
（
も
り
ひ

さ
）
は
、
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年

七
月
、「
村
々
小
前
共
え
」
を
布
達
、

「
肥
後
の
維
新
」
で
の
実
学
党
の
方

針
を
明
示
し
ま
す
が
、
伊
牟
田
泉
は
、

十
一
月
に
「
乍
お
そ
れ
な
が
ら恐
御
趣
意
十
二
稜か
ど

教
化
之
弁
」
を
提
出
し
、
神
職
な
が

ら
好
意
的
な
提
言
を
し
て
い
ま
す
。

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員堤　

克
彦

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
⑬

　

ぼ
く
は
、
極
小
未
熟
児
と
し
て

12
年
前
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
自
分

で
は
ピ
ン
と
こ
な
い
の
で
す
が
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
写
真
に
は
、

医
療
器
具
を
た
く
さ
ん
つ
け
ら
れ

た
小
さ
な
小
さ
な「
ぼ
く
」が
写
っ

て
い
ま
す
。

　
「
生
き
る
た
め
に
は
ど
う
し
て

も
機
械
の
助
け
が
必
要
だ
っ
た
の

よ
」

　

母
に
聞
く
と
、
自
分
の
力
だ
け

で
は
生
き
る
こ
と
が
無
理
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ぼ
く
が
生
ま
れ
た
病
院
に
は
、

ぼ
く
と
同
じ
よ
う
に
早
く
生
ま
れ

た
子
ど
も
や
、
治
療
の
た
め
に
病

院
で
１
年
、
２
年
、
そ
れ
以
上
の

期
間
を
過
ご
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
が
い
ま
す
。
ぼ
く
も
そ
の
病
院

に
何
度
か
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
Ｇ
Ｃ
Ｕ
」
や
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
」

と
呼
ば
れ
る
集
中
治
療
室
。
自
分

の
目
で
初
め
て
そ
こ
を
見
た
と
き

は
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
医
療

器
具
に
囲
ま
れ
た
中
で
、「
生
き

る
」
た
め
に
一
生
懸
命
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
な
ん
だ
か
鳥
肌
が
立

ち
ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
ん
な
中
に
昔
、
ぼ
く

も
い
た
ん
で
す
。
信
じ
ら
れ
な
い

と
同
時
に
今
元
気
に
生
活
で
き
て

い
る
こ
と
が
不
思
議
に
思
え
ま
し

た
。
治
療
に
当
た
ら
れ
る
医
師
の

先
生
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
看
護
師

さ
ん
や
保
育
士
さ
ん
も
毎
日
休
む

こ
と
な
く
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

の
状
態
を
見
ら
れ
て
治
療
に
当

た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
生
死
の
境

を
さ
迷
う
「
小
さ
な
命
」。
こ
ん

な
に
一
生
懸
命
に
生
き
よ
う
と
し

て
い
る
・
・
・
。「
命
」
の
大
切

さ
を
重
く
感
じ
ま
し
た
。

　

以
前
、
母
に
「
ど
う
し
て
ぼ
く

は
早
く
生
ま
れ
た
の
？
普
通
に
生

ま
れ
な
か
っ
た
の
？
」
と
、
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
２
月
25
日

が
誕
生
日
の
ぼ
く
で
す
が
、
普
通

に
生
ま
れ
て
き
た
ら
５
月
生
ま
れ
、

学
年
も
一
つ
下
に
な
る
は
ず
だ
っ

た
と
知
っ
て
何
気
な
く
言
っ
た
一

言
で
し
た
。

　

し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
る

と
、
ぼ
く
に
と
っ
て
は
軽
い
気
持

ち
の
こ
の
一
言
を
母
は
ど
ん
な
気

持
ち
で
受
け
止
め
た
の
で
し
ょ
う
。

き
っ
と
、
ぼ
く
が
こ
こ
ま
で
大
き

く
な
る
中
で
心
配
す
る
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
今
は
、

母
に
す
ま
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
ぼ
く
が
生
ま
れ
た
あ
の

と
き
、
た
く
さ
ん
の
人
の
支
え
や

家
族
の
愛
情
が
あ
っ
て
「
命
」
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
こ
に

生
き
て
い
る
の
に
・
・
・
。

　

何
か
に
く
じ
け
た
り
、
で
き
な

く
て
悔
し
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
る
と
、そ
れ
ま
で
の
ぼ
く
は（
何

で
だ
ろ
う
）
と
思
う
こ
と
も
よ
く

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
気

持
ち
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
生
き

て
今
こ
こ
に
い
る
こ
と
の
幸
せ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

　

先
日
の
新
聞
に
は
、「
呼
吸
器

を
外
す
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ど
ん
な
理
由
が

あ
る
に
し
ろ
生
き
て
い
る
限
り
、

呼
吸
器
を
外
し
て
ほ
し
く
な
い
な

あ
と
ぼ
く
は
思
い
ま
す
。
呼
吸
器

を
つ
け
て
い
る
人
は
自
分
で
は
決

め
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、
今
僕
自
身

が
こ
こ
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
思

う
と
、
最
後
ま
で
そ
の
命
を
生
か

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
こ
こ
で
生
き
て
い
る
ぼ
く

の
「
命
」。
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
改
め
て
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
「
命
」
が

自
分
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
ぼ

く
を
大
切
に
見
守
っ
て
く
れ
た
両

親
や
多
く
の
人
々
の
思
い
の
結
晶

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
毎
日

を
暮
ら
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

伊牟田泉の肖像画（田尻瑠璃氏蔵）

　

こ
こ
数
年
の
異
常
気
象
は
「
地
球

温
暖
化
の
影
響
で
発
生
す
る
確
率
が

高
ま
っ
た
」
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
進
む
と
、
た

だ
気
温
が
上
が
っ
て
い
く
だ
け
で

な
く
、
気
候
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
極
端
に
暑
か
っ
た
り
、

寒
か
っ
た
り
、
大
雨
が
降
っ
た
り
、

ま
っ
た
く
降
ら
な
か
っ
た
り
・
・
・
。

そ
ん
な
異
常
気
象
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

影
響
は
と
て
も
身
近
な
と
こ
ろ
に

で
て
き
ま
す
。
日
本
国
内
で
生
産
し

て
い
る
食
べ
物
は
約
40
％
で
、
残
り

の
60
％
は
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ

て
い
ま
す
。
も
し
、
世
界
中
で
干
ば

つ
や
異
常
気
象
が
起
き
て
食
料
不
足

に
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
？

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
身
近

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
温
暖
化
の
原
因
と
な
る

二
酸
化
炭
素
の
量
を
誰
で
も
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

•
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参

す
る

•
マ
イ
箸
を
持
ち
歩
く

•
使
わ
な
い
電
気
を
消
す

•
食
材
は
古
い
物
か
ら
買
う
よ
う
心

が
け
る

•
季
節
に
よ
っ
て
温
水
洗
浄
便
座
の

温
度
を
調
整
す
る

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
エ
コ
を
取
り

入
れ
る
だ
け
で
温
暖
化
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

　

12
月
は
「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月

間
」
で
す
。
そ
こ
で
、
青
い
空
の
大

切
さ
や
、
大
気
を
き
れ
い
に
す
る
ア

イ
デ
ア
・
工
夫
、
あ
な
た
の
描
く
美

し
い
空
な
ど
を
自
由
な
発
想
で
表
現

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
冬
季
の
掲
示
と
な
る
た
め
、

季
節
感
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

優
秀
作
品
は
、
本
年
度
の
「
大
気

汚
染
防
止
推
進
月
間
」
の
ポ
ス
タ
ー

と
し
て
、
12
月
に
全
国
各
地
に
掲
示

さ
れ
る
ほ
か
、
来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

な
ど
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

応
募
規
定　

Ｂ
４
〜
Ｂ
３
版
用
紙
。

青
い
空
の
大
切
さ
や
、
空
気
を
き
れ

い
に
す
る
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が
や

る
べ
き
こ
と
な
ど
を
よ
び
か
け
る
ひ

と
こ
と
（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）
を
入

れ
る
。
画
材
、
縦
横
使
い
、
デ
ザ
イ

ン
な
ど
の
表
現
方
法
は
自
由
。

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

作
品
の
裏
面
に
貼
り
付
け
る
。

応
募
す
る
際
は
、
作
品
を
折
り
曲
げ

ず
に
郵
送
す
る
。

　

応
募
点
数
の
制
限
は
な
し
。
た
だ

し
１
枚
に
つ
き
１
案
。

締　

切　

９
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　

※
当
日
消
印
有
効

発　

表　

10
月
下
旬

　
　
　
　

※
入
賞
者
に
直
接
通
知

主　

催

•
環
境
省

　
（h

ttp
://w

w
w
.e
n
v.g

o
.jp

）

•
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機

構
（h

ttp
://w

w
w
.e
rc
a
.g
o
.jp

）

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先　

〒
１
０
５
‐
０
０
０
４

　

東
京
都
港
区
新
橋
５
‐
20
‐
４

　

ニ
ッ
セ
イ
エ
ブ
ロ
株
式
会
社
内

　
「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
」

　

ポ
ス
タ
ー
募
集
事
務
局

☎
０
３
（
３
３
５
５
）
７
０
８
５

※
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　
（
土
日
祝
日
除
く
）

●
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://w
w
w
.a
o
i-so

ra
.jp

平
成
19
年
度

大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間

ポ
ス
タ
ー
募
集

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

命　
七
城
中
２
年　

田
中　

穣 ㉗

伊い

牟む

田た  

泉い
ず
み 

（
直な
お
治は
る
）

　今年も菊池環境保全組合の構成市町である菊池市、
合志市、大津町、菊陽町、菊池環境保全組合、各種
団体の協力により開催します。
　今年のメインテーマは『分ければ「資源」まぜれ

ば「ごみ」』、サブテーマを『マイバッグの普及』
としています。住民一人ひとりがごみに関心を持ち、
ごみを発生源で絶つ（リフューズ）、ごみを減らす（リ
デュース）、繰り返し使う（リユース）、再び資源と
して利用する（リサイクル）の４Ｒに取り組んでい
ます。
　分別をきちんとすることにより、ごみの減量化に
つなげ、循環型社会の実現を目指します。
と　き　９月９日（日）午前９時～午後１時
ところ　泗水ホール
受　付　午前８時 30分から抽選券配布（マイバッ
グ無料配布）
催し物　リサイクル自転車やお楽しみ抽選会、くだ
もの・野菜の販売、フリーマーケット、種子を使っ
たブローチ作りなどの体験コーナーなど
問い合わせ先
　泗水総合支所民生課・環境課廃棄物対策係
　または菊池環境保全組合　☎ 096（293）2555昨年の「菊池管内環境フェア」

地
球
温
暖
化

地
球
温
暖
化

地
球
温
暖
化

み
ん
な
で
止
め
よ
う
！

み
ん
な
で
止
め
よ
う
！
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



公
表

市
長
部
局

①
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
、
削
除
請

求
、
利
用
又
は
提
供
の
中
止
請
求

の
件
数
及
び
処
理
状
況　

開
示
請

求
６
件
（
開
示
５
件
・
不
開
示
１

件
）

②
不
服
申
立
て
の
件
数
及
び
処
理
状

況　

な
し

③
そ
の
他
運
用
状
況
に
関
す
る
こ
と

　

な
し

※
教
育
委
員
会
、選
挙
管
理
委
員
会
、

公
平
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業

委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
及
び
議
会
は
、
開
示
の
請
求

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

•
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
が
変

わ
り
ま
す
。

•
育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
が
50
％

に
上
が
り
ま
す
。

•
教
育
訓
練
給
付
の
要
件
・
内
容
が

変
わ
り
ま
す
。

　

内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
左
記
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
９
６
（
２
１
１
）
１
７
０
３

　

排
水
設
備
の
新
設
な
ど
の
工
事
施

工
に
必
要
な
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
試
験
が
、
日
本
下
水
道
協
会
熊

本
県
支
部
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。

受
付
期
間　

８
月
20
日
（
月
）
〜
９

月
７
日
（
金
）

受
付
場
所
（
財
）
熊
本
市
下
水
道
技

術
セ
ン
タ
ー

（
〒
８
６
０
‐
０
８
０
６　

熊
本
市

花
畑
町
３
‐
１
）

受
験
講
習
会

•
10
月
１
日
（
月
）

　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

（
八
代
市
）

•
10
月
３
日
（
水
）

　

フ
ー
ド
パ
ル
熊
本
（
熊
本
市
）

試
験
日　

10
月
14
日
（
日
）

試
験
会
場

　

熊
本
学
園
大
学
（
熊
本
市
）

問
い
合
わ
せ
先

•
日
本
下
水
道
協
会
熊
本
県
支
部

　

☎
０
９
６
（
２
１
１
）
２
６
２
７

•
（
財
）
熊
本
市
下
水
道
技
術
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
２
８
）
２
９
２
５

　

就
職
支
援
と
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講

習
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）
を
合
わ

せ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独

立
す
る
こ
と
な
く
、
職
務
経
歴
書
の

作
成
を
す
る
な
ど
関
連
付
け
て
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
自
習
は
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル

を
と
お
し
て
就
職
支
援
に
実
績
の
あ

る
講
師
が
担
当
し
ま
す
。
実
習
生
に

は
実
習
時
間
の
中
で
、
個
別
に
対
応

し
、
各
自
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
フ
ォ

ロ
ー
し
ま
す
。

と　

き　

９
月
11
日
（
火
）

〜
14
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

菊
池
市
中
央
公
民
館

定　

員　

20
人

対　

象　

求
職
者
（
在
学
中
の
人
を

除
く
）

参
加
費　

無
料

申
込
開
始
日　

７
月
11
日
（
水
）

申
込
締
切　

定
員
に
な
り
次
第
締
め

切問
い
合
わ
せ
先　
（
財
）
熊
本
県
雇

用
環
境
整
備
協
会

　

☎
０
９
６
（
３
８
２
）
５
４
４
５

●
平
成
18
年
度
菊
池
市
情
報
公
開
条

例
第
32
条
及
び
同
施
行
規
則
第
13

条
に
規
定
す
る
実
施
状
況
の
公
表

市
長
部
局

①
行
政
文
書
開
示
の
請
求
件
数

　

８
件

②
行
政
文
書
開
示
の
決
定
件
数

　

８
件

③
行
政
文
書
不
開
示
の
決
定
件
数

　

０
件

④
不
服
申
立
て
の
件
数　

1
件

⑤
不
服
申
立
て
の
処
理
状
況　

却
下

⑥
そ
の
他
運
用
状
況
に
関
す
る
こ
と

　

な
し

※
教
育
委
員
会
、選
挙
管
理
委
員
会
、

公
平
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業

委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
お
よ
び
議
会
は
、
開
示
の
請

求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
平
成
18
年
度
菊
池
市
個
人
情
報
保

護
条
例
第
38
条
及
び
同
施
行
規
則

第
16
条
に
規
定
す
る
運
用
状
況
の

　本年４月１日から、これまで市の直営で管理してきた公の施
設４施設を、指定管理者による管理に移行しました。
　この指定管理者制度は、多様化してきている市民ニーズに、
より効果的かつ効率的に対応するため、公の施設の管理運営に
民間事業者の有する能力や、ノウハウを幅広く活用し、住民サー
ビスの向上と施設の管理経費の削減を図ることを目的に導入さ
れた制度です。
　昨年 11月から募集を行い、選定委員会による審査及び決定
並びに議会の議決を経て、指定をしたものです。積極的なご利
用をお願いします。

　菊池市には中央公民館、七城公民館、旭志公民館、泗水
公民館があり、また、旧菊池市地域には迫間支館、龍門支
館、水源支館、戸崎支館、花房支館があります。
　公民館の使用料は旧市町村時の料金のままとなっていま
したが、公民館の利用目的や状況、維持管理費や冷暖房の
費用などを考慮し、検討した結果、公民館の使用料を下記
のとおり統一することとなりました。
　なお、実施は 10月１日利用分からとなります。
　市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

主な改正点
○午前、午後、夜間の料金体系から１時間ごとの実質の利
用状況に沿った料金体系に変更になりました。冷暖房
料金も同様です。

○冷暖房の使用については、利用許可申請書に記入して
ください。利用申請をしていなくても利用した場合は、
料金の支払いが必要となります。

○生活調理実習室利用の場合、「ガス代として調理台（ガ
スコンロ）１台につき１時間 100 円を徴収」が追加に
なりました。

公民館の使用料が変わります
実施は10月１日利用分から

中央公民館
区分 １時間

大研修室
会場使用料 100円
冷暖房使用料 300円

視聴覚教室
会場使用料 100円
冷暖房使用料 300円

生活実習室
会場使用料 100円
冷暖房使用料 300円

その他いずれか１室
会場使用料 100円
冷暖房使用料 300円

講堂
現在、菊池市役所建設部事務所と
して使用しており、当分の間は一
般の利用はできません。

備考　※注意１・注意２

七城公民館
区分 １時間

講堂
会場使用料 300円
冷暖房使用料 500円

視聴覚室
会場使用料 100円
冷暖房使用料 300円

その他いずれか１室
会場使用料 100円
冷暖房使用料 300円

備考　※注意１

旭志公民館
区分 １時間

大研修室
会場使用料 300円
冷暖房使用料 500円

調理実習室
会場使用料 100円
冷暖房使用料 300円

視聴覚室
会場使用料 100円
冷暖房使用料 300円

その他いずれか１室
会場使用料 100円
冷暖房使用料 300円

備考　※注意１・注意２

泗水公民館
区分 １時間

大研修室
会場使用料 300円
冷暖房使用料 500円

視聴覚室
会場使用料 100円
冷暖房使用料 300円

調理実習室
会場使用料 100円
冷暖房使用料 300円

その他いずれか１室
会場使用料 100円
冷暖房使用料 300円

備考　※注意１・注意２

各公民館使用料（改正後）
花房支館

区分 １時間

大研修室
会場使用料 100円
冷暖房使用料 コインタイマー

小研修室
会場使用料 100円
冷暖房使用料 300円

生活実習室
会場使用料 100円
冷暖房使用料 300円

備考　※注意１

戸崎支館
区分 １時間

大研修室
会場使用料 100円
冷暖房使用料 コインタイマー

小研修室
会場使用料 100円
冷暖房使用料 コインタイマー

生活実習室
会場使用料 100円
冷暖房使用料 コインタイマー

備考　※注意１

迫間支館、水源支館、龍門支館
区分 １時間

大研修室
会場使用料 100円
冷暖房使用料 コインタイマー

小研修室 会場使用料 100円
生活実習室 会場使用料 100円
備考　※注意１

※注意１）営利を目的として利用する場合は、
上記金額の 100分の 200とする。
※注意２）生活実習室を利用する場合は、ガス
代として調理台（ガスコンロ）１台につき１時
間 100円を徴収する。

問い合わせ先
生涯学習課　　　　　　☎（25）1111
生涯学習課中央公民館　☎（25）1672
旭志公民館内教育課　　☎（37）3111
七城公民館内教育課　　☎（25）1580
泗水公民館内教育課　　☎（38）2258

平
成
19
年
度
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

就
職
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー　

受
講
生
募
集

雇
用
保
険
法
が

一
部
変
わ
り
ま
す

指定管理者の名称

特定非営利活動法人
本と人とのネット・泗水

九州綜合サービス
株式会社

株式会社三勢

施設の名称

菊池市立泗水図書館 
•所在地　菊池市泗水町福本305‐1 
•電　話　（38）6866／ FAX　（38）7033

○菊池市文化会館 
•所在地　菊池市亘32 
○菊池市泗水ホール 
•所在地　菊池市泗水町福本283‐1 
•電　話　（24）1101／ FAX　（24）1103

菊池市総合体育館 
•所在地　菊池市亘538‐2 
•電　話（25）3001／ FAX（24）6177

指定管理者による管理に
移行しました

　現在、菊池市では厳しい社会情勢の現状を踏まえ、行政改革
と財政健全化に向けた取り組みと、策定した定員適正化計画の
目標達成に向けて鋭意努力をしています。
　そのような中で、今回、職員数削減と財政状況を検討した結
果、昨年度に引き続き、平成 19年度の菊池市職員採用試験は
実施しないことになりました。
問い合わせ先　職員課人事研修係

情
報
公
開
実
施
状
況
の
公
表

個
人
情
報
保
護
運
用
状
況
の
公
表

平成19年度菊池市職員採用試験は実施しません

（教育委員会）

24｜広報きくち｜2007 AUGUST

INFORMATION
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



　

ス
ピ
ー
チ
や
会
議
の
司
会
な
ど
人

前
で
話
す
機
会
は
、
益
々
増
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、「
人
前
で
話
す
の

は
苦
手
」、「
何
を
話
し
た
ら
よ
い
の

か
分
ら
な
い
」
な
ど
、
悩
ん
で
い
る

人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
下
記
の
内
容
で
発
声
や
表

現
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

な
ど
を
学
び
ま
す
。

講　

師

　

橋
本
絵
鯉
子
氏

　

元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
。

現
在
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
、
Ｆ

Ｍ
局
を
始
め
様
々
な
分
野
で
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
業
務
等
に
従
事
し
て
い
る
。

受
講
資
格

　

18
歳
以
上
の
市
内
に
在
住

ま
た
は
勤
務
・
通
学
す
る
人

募
集
人
員　

30
人
程
度

申
込
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
、
託
児
の
有
無
を
ご
記
入
の

上
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
託
児
は
原
則
と
し
て
、
２
歳
〜
就

学
前
ま
で
（
相
談
に
応
じ
ま
す
）。

受
講
料　

無
料

申
込
締
切

　

８
月
20
日
（
月
）
必
着

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

男
女
共
同
参
画
推
進
室

　

〒
８
６
１
‐
１
３
９
２

　

菊
池
市
隈
府
８
８
８
番
地

Fax
（
25
）
５
７
２
０　

ｅ
‐
メ
ー
ル

danjo@
city.kikuchi.kum

am
oto.jp

INFORMATION

と　き　９月１日（土）～２週間程度
ところ　菊池公園多目的グラウンド
参加資格　平成 19年８月１日現在、菊
池市内に在住または勤務している者（学
生は除く）
チーム編成　地域、職場など自由で、監
督を含めて 16人以内
参加料　１チーム　2,000 円
申込締切日　８月 24日（金）
監督会議　８月 28日（火）
　午後７時 30分～菊池中央公民館にて

C
A
D
初
級
資
格
取
得

講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　菊池市海外研修生の会では、韓国との相互交流を行っていますが、本
年度も 10月に韓国への研修を行います。ホームステイやソウル市民と
の交流会など、観光旅行では味わえない企画が盛りだくさんです。皆さ
んのご応募お待ちしています。
募集期間　９月 14日（金）まで
応募資格
•市内に居住し、平成 19年４月現在高校生以上の人
•健康で協調性に富み、研修計画に従って規律ある研修および団体活動
ができる人

•研修後、10年間は海外研修生の会に会員として入会し、事後活動が
行える人（年会費　2、000円）

※未経験者を優先しますが、過去に同種の海外研修経験のある人も可
訪問先　韓国（ソウル）
日　程　10月 25日（木）～ 10月 29日（月）　４泊５日
経　費　　個人負担額６万円程度
募集人員　９人
申し込み方法　電話で下記まで直接お申し込みください。
※申し込み者多数の場合は、抽選で決定します。また、日程・経費など
は、変更になる場合があります。
問い合わせ・申し込み先　菊池市海外研修生の会事務局（生涯学習課内）

☎（25）1111　内線 2221

　「べんりカー」は８月４日（土）
の全便が御所通りへ迂回します。
　停留所は「電鉄プラザ→菊池中
央病院→下町（産交停留所向かい）
→中町（産交停留所）→上町（産
交停留所）→市民広場からは通常
どおり」です。この間、中央通→
立町は休止します。

内　容

コミュニケーションの手段としての「声」を磨く
発声・発音の方法

良い声、良い話し方は良い姿勢から
スピーチ・態度・表情管理

パブリックスピーキング（公的スピーチ）を工夫
人前であがらず、上手に話す方法　

話し上手は聞き上手
良い聞き方でスムーズなコミュニケーション法

発表、スピーチを楽しみましょう

場　所

菊池市
中央公
民館
２階大研
修室

時　間

午後７時
〜

午後９時

期　日

８/29（水）

９/６（木）

９/12（水）

９/19（水）

10/３（水）

回

１

２

３

４

５

問い合わせ先　企画振興課

菊池市海外研修生の会

「べんりカー」迂回時停留所

菊 池 夏 ま つ り に お け る

　

近
年
、
求
人
条
件
に
「
Ｃ
Ａ
Ｄ

操
作
可
能
な
方
」
と
い
う
項
目
が

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
Ｐ
Ｃ
操
作
能

力
と
同
様
に
、
軽
易
な
図
面
の
作
成

能
力
が
求
め
ら
れ
る
事
が
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
で
も
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト

操
作
能
力
を
習
得
し
、
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
を
図
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
機
会
に

Ｃ
Ａ
Ｄ
の
基
本
操
作
を
理
解
し
、
自

宅
や
会
社
で
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
フ

リ
ー
ソ
フ
ト
の
Ｊ
Ｗ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
利

用
し
た
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

９
月
上
旬
か
ら
２
月
上
旬

ま
で
の
週
２
日
（
火
・
木
）、

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

※
試
験
は
２
月
中
旬
。

と
こ
ろ　

七
城
総
合
支
所
中
研
修
室

受
講
料　

１
０
、０
０
０
円

定　

員　

24
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間　

８
月
６
日
（
月
）

〜
８
月
17
日
（
金
）

募
集
要
項　

市
内
在
住
の
18
歳
〜
35

歳
の
人
で
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持

参
で
き
る
人
。

※
パ
ソ
コ
ン
は
一
定
の
基
準
以
上
の

物
が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

商
工
観
光
課

受

講

生

募

集

話
し
方
講
座

　菊池市斑蛇口湖ボート場で、斑蛇口湖ふれあいレガッタを
開催します。市民の皆さんの多数の参加をお待ちしています。
ボートが初めての人でも大丈夫です。
と　き　８月 26日（日）午前９時　開会
ところ　菊池市斑蛇口湖ボート場
種　目
•ビギナークラス（ナックルフォア）
　①女子チーム、②男子・男女混成チーム（先着 50チーム）
•スポーツクラス（シェルフォア）
　③女子スポーツクラス、④男子・男女混成スポーツクラス
参加資格
　熊本県内の各職場・地区・団体・家族など（中学生以上）
で、漕手４人・舵手１人の計５人で申し込んでください。
参加料　１チーム　1,500 円
申込締切日　８月 15日（水）午後５時まで
問い合わせ・申し込み先　社会体育課

第８回斑蛇口湖ふれあいレガッタ第８回斑蛇口湖ふれあいレガッタ
参 加 者 募 集

問い合わせ・申し込み先　社会体育課

第９回熊日旗
菊池市民ナイター野球大会

参加者募集

応募方法
　応募は封筒 1通につき 1作品とします。Ａ４
サイズ 400 字詰め原稿用紙１枚以内、絵手紙の
場合ハガキサイズとし、住所、氏名、年齢、職業、
電話番号、「誰にあてた手紙か（例えば、夫から
妻へ・妻から夫へなど）」を明記して、下記まで
ご応募ください。
応募用紙
　菊池市のホームページ（http://www.city.
kikuchi.kumamoto.jp）および商工観光課、各
総合支所、菊池夢美術館、市内各物産館などに専
用の応募用紙があります（募集期間中のみ）。
その他
•応募作品は未発表に限ります。
•応募作品は返却しません。

•応募作品についての一切の権利を菊池市が有し
ます。
主　催　菊池市
支　援　菊池市観光客誘致対策協議会、「きくち・
ワイフ物語」推進協議会
後　援　菊池市観光協会、菊池温泉観光旅館協同
組合、菊池市商工会、菊池市文化協会、菊池ライ
オンズクラブ、菊池ロータリークラブ、菊池温泉
おかみ湯恵の会、菊池市海外研修生の会、（社）
菊池青年会議所、菊池の未来を考える会、あなた
の町の郵便局、菊池市女性団体代表者会
協　力　菊池市郵政まちづくり協議会
問い合わせ・応募先
　〒 861-1392　菊池市隈府 888
　菊池市役所商工観光課内
　「夫婦の手紙・絵手紙」作品募集係

募集期間
９月 10日（月）まで　※当日消印有効

～夫から妻へ  妻から夫へ～

平成19年度国際交流研修生募集

「第３回夫婦の
手紙・絵手紙」
作品募集 　心では、想っていても、なかなか

言えない言葉「いつもありがとう！」。
手紙をとおし自分の「一番大切な人」、
「一番の理解者」、「自分を愛してくれ
る人」に想いを伝えてみませんか？

　心では、想っていても、なかなか
言えない言葉「いつもありがとう！」。
手紙をとおし自分の「一番大切な人」、
「一番の理解者」、「自分を愛してくれ
る人」に想いを伝えてみませんか？
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



　

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
は
、
文
化

庁
支
援
の
伝
統
文
化
活
性
化
国
民
協

会
事
業
で
す
。

期　

間

　

平
成
19
年
８
月
〜
平
成
20
年
３
月

と　

き

　

第
２
・
第
４
土
曜
日
（
月
２
回
）

の
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

菊
池
市
中
央
公
民
館

対
象
者　

市
内
の
小
学
生
・
中
学
生

（
10
回
以
上
参
加
が
条
件
で
す
）

募
集
人
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料（
実
費
と
し
て
花
代
・

保
険
料
の
９
０
０
円
は
毎
回
必
要
）

※
い
け
ば
な
の
用
具
は
準
備
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

い
け
ば
な
小
原
流　

田
原
正
堂

☎
０
９
０
（
１
６
２
６
）
３
８
１
２

　
「
き
も
の
」
の
着
付
け
や
礼
儀
作

法
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
本
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
色
の

あ
る
伝
統
文
化
が
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
社
会
や
生
活
様
式

の
変
化
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
、

こ
う
し
た
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機
会

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
文
化
庁
で
は
、
楽
し
く

学
び
な
が
ら
、
日
本
の
伝
統
文
化
に

子
ど
も
た
ち
が
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
本
の
よ
き
伝
統
文
化
を
次
世

代
に
残
し
て
い
こ
う
と
「
伝
統
文
化

こ
ど
も
教
室
」
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き
（
開
講
日
・
第
１
回
）

　

８
月
12
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

　

菊
池
市
中
央
公
民
館
（
和
室
）

対
象
者

　

小
学
校
２
年
生
〜
中
学
校
２
年
生

定　

員　

15
人

費　

用　

無
料

講　

師

　

茨
木
幸
子
氏
「（
社
）
全
日
本
き

も
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
」

応
募
方
法　

左
記
ま
で
直
接
お
電
話

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

茨
木
幸
子

　

☎
（
25
）
２
５
８
３

●
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
出
火

　

冷
蔵
庫
や

洗
濯
機
な
ど

の
プ
ラ
グ
は
、

コ
ン
セ
ン
ト

に
差
し
込
ん

だ
ま
ま
に

な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

永
い
間
に
、
す
き
間
に
は
ホ
コ
リ

が
た
ま
り
、
こ
れ
に
湿
気
が
加
わ
る

と
火
災
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と

い
い
ま
す
。

　

差
し
込
ん
だ
ま
ま
の
プ
ラ
グ
も
１

年
に
１
回
は
点
検
、
清
掃
し
て
安
全

に
使
い
ま
し
ょ
う
。

●
タ
コ
足
配
線

　

コ
ー
ド
や
配
線
器
具
は
、
使
え
る

電
気
の
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
を
使
っ
て
タ
コ

足
配
線
を
し
て
い
る
と
一
度
に
た
く

さ
ん
の
電
気
が
流
れ
、
過
熱
し
て
危

険
で
す
。
電
気
器
具
は
、
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
直
接
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
九
州
電
気
保
安
協
会

　

☎
０
９
２
（
７
１
１
）
０
０
５
６

　

九
斗
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

９
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
４
時
30
分　

受
付

　
　
　
　

午
後
５
時　

開
始

と
こ
ろ　

泗
水
体
育
館

　
　
　
　
（
泗
水
中
運
動
場
横
）

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
、０
０
０
円

参
加
資
格　

18
歳
以
上
（
学
生
不
可
）

の
男
女
４
人
（
３
人
・
２
人
も
可
）。

た
だ
し
、
コ
ー
ト
内
に
は
必
ず
女
性

が
１
人
以
上
入
っ
て
い
る
こ
と
。

申
込
締
切　

８
月
26
日
（
日
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

　

大
会
事
務
局
（
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
宮

村
）
宮
村
雅
隆

☎
（
38
）
３
２
９
７　

ま
た
は

☎
０
９
０
（
３
６
６
０
）
１
３
５
８

立町道路「フラット化記念土曜夜市」立町道路「フラット化記念土曜夜市」

　

７
月
５
日
（
木
）
に
、
市
教
育
委

員
会
委
員
並
び
に
公
平
委
員
会
委
員

の
辞
令
交
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
委
員
に
は
有
田
征
二

氏
（
新
）
が
、
公
平
委
員
会
委
員
に

は
白
井
幹
郎
氏
（
再
）
が
就
任
さ
れ
、

７
月
８
日
（
日
）
か
ら
４
年
間
の
任

期
と
な
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

伝
統
文
化
こ
ど
も
「
い
け

ば
な
教
室
」
生
徒
募
集

菊
池
市
教
育
委
員
会
委
員

と
公
平
委
員
会
委
員
に

辞
令
交
付

菊
池
市
装
道
和
装
礼
法

子
ど
も
教
室  

生
徒
募
集

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
事
業

電
気
の
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

第
1
回
九
斗
杯
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
大
会　

参
加
者
募
集

　立町通りでは、道路フラット化を記念して歩きよくなっ
た道路を公開して夜市を開催します。ご近所、友人をお誘
い合わせの上、お越しください。
と　き　８月 18日（土）午後６時～午後 10時
※雨天の場合は翌 19日（日）に順延
ところ　立町表通り一帯
問い合わせ先　井上　啓　☎（25）2554

　今年も夏祭りを開催します。恒例の出店や打ち上げ花火は
もちろんのこと、皆さんに楽しんでもらえるようにと計画を
進めています。やぐらの下で一緒に盆踊りを楽しませんか。
皆さんのお越しをお待ちしています。
と　き　８月 10日（金）　午後６時 30分～午後８時 30分
ところ　菊池有働病院グラウンド
※雨天時には会場を変更する場合があります
問い合わせ先　　菊池有働病院　☎（25）3146

　活力ある地域づくりを目指しています。皆さん
のお越しをお待ちしています。
と　き　８月 18日（土）午後５時から
ところ　水迫「里山の家」（旧農村女性の家）
内　容　各種イベントやたくさんの夜店が出店予
定です。
問い合わせ先　井上弘一　☎（27）1508

　スリランカの子どもたちと音楽を通
して、友情を育み、絆が結ばれていく
ことを願って「スリランカの風　菊池・
スリランカ国際交流音楽コンサート」
を開催します。
　スリランカはインド半島の南西にあ
り、インド洋に浮かぶ真珠と呼ばれて
います。以前はセイロンと称していま
した。日本と同じく島国であり、歴史
的な成り立ちにおいて仏教が重要な役
割を果たしているなど、たいへん似か
よった国です。
　2004 年に発生したスマトラ島沖大
地震によるインド洋大津波の被害は、
日本においても大きく報道され、スリ
ランカの人たちに大きな傷跡を残しま
した。こうした困難にも負けずスリラ
ンカの人たちは、明るくたくましく復
興を目指しがんばっています。
と　き　８月 12日（日）
　　　　午後６時より
ところ　菊池文化会館小ホール
入場料
おとな（大学生以上）1,000 円
高校生以下は無料
主　催　日本スリランカ絆の会
代表 :木村牧子（北合志保育園　園長）
後　援　菊池市、菊池市教育委員会、
菊池文化協会、菊池国際交流協会、熊
本日日新聞社
問い合わせ先
　日本スリランカ絆の会事務局
　☎（37）2809

と　き　９月１日（土）・２日（日）（２日間）
※オープニングセレモニー　午後０時 30分～
ところ　菊池市文化会館
※最終日上映終了後にお楽しみ抽選会があります。
　熊本ソウル往復ペア航空券やその他豪華景品。
入場料　各 500円
主　催　きくち韓国映画祭実行委員会・
　　　　菊池国際交流協会・菊池市
問い合わせ・チケット販売先
　菊池市役所国際交流課、各総合支所総務振興課
　または　菊池夢美術館　☎（23）1155

自衛官募集案内

公共事業入札の公表
●入札（開札）日：６月６日（水）　入札（開札）場所：菊池市役所３階大会議室

件　名
工事（履
行）場所

予定価格（税込・円）
落札者

指名
業者数

事業
担当課落札額（税込・円）

平成 19年度大琳寺配水池電気
計装工事 大琳寺

35,094,000 西部電機工業㈱
熊本統括本部 14 水道課

33,075,000

平成 19年度水源・迫間簡易
水道水道施設測量設計業務委託 原

13,481,000 三共コンサル
タント㈱ 11 水道課

11,445,000

●入札（開札）日：６月19日（火）　入札（開札）場所：菊池市役所３階大会議室

平成19年度豊水地区（156-3-2・
160-3-1・160-3-2）築造工事

泗水町
豊水

54,362,000
㈲八十建設 8 下水道

課52,185,000

●入札（開札）日：６月27日（水）　入札（開札）場所：菊池市役所３階大会議室

平成19年度泗水中央線道路
改築工事３工区

泗水町
住吉

17,921,000
㈱玄創 9 土木課

17,692,500

※その他の入札結果は、菊池市役所総務課で閲覧（午前８時 30分～午後５時）できます。
※落札額が 10,000,000 円以上のものを掲載しています。

応募要項
募集種目 受付期間 試験日 受験資格

防衛大学校
学生（一般）

９月７日（金）
〜

９月28日（金）
１次：11月 10日（土）・11日（日）
２次：12月 11日（火）～14日（金）

高卒（見込含）
21歳未満の者
（自衛官は23歳未満）

防衛大学校
学生（推薦）

９月５日（水）
〜

９月７日（金）
９月23日（日）･ 24日（月）

高卒（見込含）
21歳未満の者
（学校長の推薦必要）

防衛医科
大学校学生

９月７日（金）
〜

９月28日（金）
１次：11月３日（土）・４日（日）
２次：12月５日（水）～７日（金）

高卒（見込含）
21歳未満の者

看護学生
９月７日（金）

〜
９月28日（金）

１次：10月 14日（日）
２次：11月 17日（土）・18日（日）

高卒（見込含）
24歳未満の者

問い合わせ・申し込み先 
自衛隊熊本地方協力本部　菊池分駐所　☎（24）2772

◆上映時間　１日（土）
午後１時～
　トンマッコルへようこそ
午後４時～　デイジー
午後７時～　墨攻
◆上映時間　２日（日）
午前10時～
　トンマッコルへようこそ
午後１時～　デイジー
午後４時～　墨攻

～もっと知ろう！韓国～

菊池・スリランカ国際交流
音楽コンサート

音 楽 を 通 し た 国 際 交 流

教育委員会委員

有
あり

田
た

征
せい

二
じ

氏

公平委員会委員

白
しら

井
い

幹
みき

郎
ろう

氏

第４回 韓国映画祭 in きくち
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



★

ハッピー・バースデーハッピー・バースデー

★

★

★

★

★

８月５日

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 （25）2191
成松内科医院（内） 合志市 096（345）5151
城間クリニック（整・リハ） 菊池市 （25）2506
たに耳鼻咽喉科アレルギー科（耳・アレ） 菊陽町 096（233）3387
原賀歯科医院 菊池市 （25）0202

８月12日

宮本内科クリニック（内・小・循・消） 菊池市 （25）2047
しばた内科クリニック（内・呼・消） 大津町 096（293）2050
むさし眼科（眼） 合志市 096（248）6390
金田歯科医院 大津町 096（293）1387

８月19日

西山医院（内・小） 菊池市 （25）2561
ひかりヶ丘眼科内科医院（内・眼） 合志市 096（348）6305
岸病院（外・胃・整・内） 菊池市 （38）2750
斎藤産婦人科医院（産・婦） 菊池市 （24）1177
中村歯科医院 菊池市 （37）2300

８月26日

平瀬内科医院（内） 合志市 096（248）5227
宮原内科皮フ科医院（内・皮） 菊陽町 096（232）8383
かねこクリニック（内・胃・消・外・皮） 菊池市 （23）7522
古賀眼科（眼） 大津町 096（293）1411
伊藤歯科医院 合志市 096（248）5688

９月２日

みやの小児科（小・内） 合志市 096（248）5800
たぶち内科循環器科（循・内・小・神内・呼・心内） 菊陽町 096（233）3588
岩根胃腸科外科医院（外・胃） 菊池市 （25）4230
ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131
城歯科医院 合志市 096（248）6464

菊
池
本
所

甲
森
北　
　

斉さ
い
と
う藤　

　

洋
ひ
ろ
し

（
亡
父　
　
　
　
　

敏と
し
ろ
う郎　

56
歳
）

北　

宮　
　

小こ
ば
や
し林　

昭あ

き

こ子

（
亡
母　
　

野の

ぐ

ち口
ハ
ツ
ヱ　

94
歳
）

雪　

野　
　

有う

ど

う働
シ
ズ
カ

（
亡
夫　
　
　
　
　

正ま
さ
ゆ
き幸　

83
歳
）

上
赤
星　
　

東
ひ
が
し　

　

静し

ず

よ代

（
亡
母　
　
　
　

マ
サ
コ　

95
歳
）

花
房
台　
　

松ま

つ

だ田
ミ
チ
コ

（
亡
母　
　

西に
し
や
ま山　

チ
ズ　

90
歳
）

立　

町　
　

平ひ
ら
か
わ川　

義よ
し
ゆ
き之

（
亡
妻　
　
　
　

ヤ
ヨ
イ　

77
歳
）

染　

土　
　

原は

ら

だ田　

輝て

る

お雄

（
亡
妻　
　
　
　

ケ
イ
子こ　

58
歳
）

８
月
の
心
配
ご
と
・
法
律
相
談

　

竹
は
古
く
か
ら
、
か
ご
、
ざ
る
、

熊
手
、
生
垣
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活

道
具
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
、
竹

を
遊
び
の
材
料
と
し
て
取
り
入
れ
、

色
々
な
物
を
作
る
課
程
で
創
造
性
や

精
神
性
な
ど
を
豊
か
に
し
て
き
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
竹
細
工
の
楽
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

８
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ

　

菊
池
市
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

（
菊
池
市
袈
裟
尾
４
４
５
‐
12
）

内　

容　

竹
笛
、
竹
鉄
砲
、
竹
花
瓶

等
づ
く
り

募
集
対
象　

小
学
３
〜
６
年
生
（
小

学
１
〜
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参

加
可
能
）
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

応
募
方
法　

８
月
８
日
（
水
）
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
左
記
ま
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
可
能
。

持
っ
て
く
る
も
の　

弁
当
、
水
筒
、

タ
オ
ル
な
ど

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

菊
池
市
旭
志
伊
坂
５
２
４
‐
１

　

菊
池
森
林
組
合
（
原
山
）

　

☎
（
37
）
３
５
０
０

　

Fax
（
37
）
３
１
８
０

　本紙に掲載中の「ハッピー・バースデー」では、平成
20年３月までに誕生日を迎える３歳までの子どもさん
の写真を募集しています。随時募集していますが、誕生
月の掲載になりますので、誕生月の前月 10日（10 日
が休日の場合は前日）を締切日とします。
　掲載を希望する人は、写真にコメントを添えて、菊池
市役所本庁または各総合支所の広報担当まで申し込んで
ください（写真は後日持参でも可）。

心
配
ご
と
相
談

日
程
・
場
所

　

２
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

９
日
（
木
）
菊
池
市
福
祉
会
館

　

16
日
（
木
）

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　

23
日
（
木
）
旭
志
老
人
憩
の
家

　

９
月
６
日
（
木
）

　

菊
池
市
福
祉
会
館

開
設
時
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

法
律
相
談
（
要
予
約
。
早
め
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

日
程
・
場
所

　

２
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

対 

応　

弁
護
士
・
相
談
員

日
程
・
場
所

　

17
日
（
金
）

　

七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

弁
護
士

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

•
菊
池
本
所
（
菊
池
市
福
祉
会
館
）

☎
（
25
）
５
０
０
０

• 

七
城
支
所
（
七
城
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
）　
　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

•
旭
志
支
所
（
旭
志
老
人
憩
の
家
）

☎
（
37
）
３
７
０
８

• 

泗
水
支
所
（
泗
水
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
）　
　
　

☎
（
38
）
６
３
６
６

竹
細
工
に
挑
戦

ど
ん
な
作
品
が
で
き
る
か
な
?

〜
キ
ッ
ド
自
然
探
検
教
室
〜

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療
情報センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331に問い合わせてください。

防犯の窓防犯の窓防犯の窓シリーズ 2727
新手の架空請求事案が発生しました
　５月 22日以降、熊本市内で配達記録付き郵便で「有料サイト料金
請求」の封書が送り付けられる架空請求事案が数件発生しています。
　県消費生活センターにも、同様の相談が十数件あっているところか
ら、今後も同種事案の相談が予想されます。
　業者が、
　○郵便振り込み用紙を同封していること。
　○有料サイト利用明細書を同封していること。
などから、安易に信用し金銭を振り込むことがないように、不審と思っ
たら電話でも結構ですので、まず相談をしてください。
●送付された配達記録郵便
　（差し出し名）日本通信総合センター、債権事業部
　（電　話）03-5348-8066（東京）
問い合わせ先　菊池警察署生活安全係　☎（24）0110

　菊池警察署管内では、最近盗難が増加しています。
　自転車、単車、車、自宅のカギ掛けを行い、犯罪被害を予防し
ましよう。不審と思ったら 110番通報を !

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
費
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

香
典
返
し６

月
29
日
（
金
）
現
在

袈
裟
尾　
　

益ま
す
ざ
き崎

ミ
キ
エ

（
亡
夫　
　
　
　
　

眞し

ん

ご吾　

92
歳
）

七
城
支
所

西　

郷　
　

守も

り

た田　

隆た
か
ひ
で秀

（
亡
子　
　
　
　
　

富ふ

み美　

20
歳
）

荒　

牧　
　

前ま

え

だ田
久く

み

こ

美
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

英ひ
で
あ
き明　

60
歳
）

旭
志
支
所

伊　

萩　
　

安や
す
た
け武　

國く

に

と登

（
亡
母　
　
　
　

ツ
ル
エ　

91
歳
）

湯　

舟　
　

谷た

に

だ田　

義よ
し
ひ
ろ博

（
亡
母　
　
　
　

ツ
ル
ヨ　

90
歳
）

尾　

足　
　

桐き
り
は
ら原　

　

繁
し
げ
る

（
亡
叔
母　

松ま
つ
お
か岡

ハ
ル
ヲ　

100
歳
）

小　

川　
　

吉き

ら良　

秀ひ
で
た
か隆

（
亡
父　
　
　
　
　

秋あ

き

と人　

93
歳
）

弁　

利　
　

森も
り
も
と本　

純す

み

え榮

（
亡
夫　
　
　
　
　

昭あ

き

お男　

75
歳
）

泗
水
支
所

富
の
原
西　

梁や

な

ち池　

隆た

か

お夫

（
亡
子　
　
　
　
　
　

剛ご
う　

33
歳
）

永　
　
　
　

吉よ

し

い井
ミ
ヨ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

眞
ま
こ
と　

88
歳
）

村　

吉　
　

橋は
し
も
と本

つ
ね
代よ

（
亡
父　
　
　
　
　

信の
ぶ
ゆ
き幸　

84
歳
）

高
江
出
分　

松ま
つ
お
か岡　

春は

る

よ代

（
亡
夫　
　
　
　
　

誠せ

い

や也　

71
歳
）

岡　
　
　
　

早は

や

た田
美み

な

こ

奈
子

（
亡
父　
　

松ま

つ

だ田　

幸ゆ

き

お雄　

89
歳
）

富
出
分　
　

甲か

い斐　

英ひ

で

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

隆た
か
と
し信　

88
歳
）

　７月６日に発生した集中豪雨により、下
益城郡美里町を中心とする多数の住民に大
きな被害をもたらし、災害救助法が適用さ
れました。この災害に伴い、熊本県共同募
金会では被災者への義援金を募集します。
皆さんのご協力をお願いします。
義援金の受付（募集期間　平成 19年８月
10日（金）まで）
①郵便振替（振替手数料無料）
口座番号　01930-2-2300
口座名義　社会福祉法人熊本県共同募金会
※通信欄に「熊本県大雨災害」とご記入く
ださい。

②現金書留（郵便料金免除）
宛先　〒 860-0842
熊本市南千反畑町３‐７
県総合福祉センター内
社会福祉法人　熊本県共同募金会
※宛名のところに、「救助用」と明記して
ください。

③熊本県共同募金会菊池市支会の窓口（菊
池市社会福祉協議会）

問い合わせ先　熊本県共同募金会菊池市支
会（菊池市社会福祉協議会）
☎（25）5000

熊本県大雨災害による義援金募集

H18年
8月23日
生まれ水

みずかみ

上 葵
あおい

くん
（１歳 ○旭  楠原）
父・悌さん　母・明子さん

H17年
8月17日
生まれ城

じょう

 仁
に こ

子ちゃん
（２歳 ○菊  上西寺）
父・勝博さん　母・智美さん

お
外
大
好
き
！

ニ
コ
ち
ゃ
ん

で
〜
す
♪

H16年
8月4日
生まれ川

かわかみ

上大
ひ ろ む

夢くん
（３歳 ○菊  北原）
父・晃生さん　母・千寿さん

パ
パ
と
同
じ

誕
生
日
だ
よ
〜
。H18年

8月21日
生まれ玉

た ま い

井優
れ い か

光ちゃん
（１歳 ○菊  片角）
父・直行さん　母・朱里さん

あ
い
り
ち
ゃ
ん
、

み
ー
や
ん
、

一
緒
に
遊
ぼ
う
ね
。

い
た
ず
ら
、

大
好
き
で
す
!!

H17年
8月17日
生まれ服

はっとり

部 巧
たくみ

くん
（２歳 ○泗  竹の下）
父・豊さん　母・麗子さん

ぼ
く
た
っ
く
ん
で
す
。車
大
好

き
よ
。ま
だ
ま
だ
、パ
パ
・
マ
マ
、

ア
イ（
ネ
コ
）が
好
き
だ
よ
。H18年

8月5日
生まれ坂

さかもと

本優
ゆ う と

人くん
（１歳 ○菊  花房台）
父・政信さん　母・美和子さん

バ
ァ
バ
×
２
、い
つ
も

遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！H18年

8月19日
生まれ高

た か き

木 翔
しょう

くん
（１歳 ○菊  袈裟尾）
父・裕二さん　母・美沙さん

バ
ナ
ナ
ヨ
ー
グ
ル
ト

だ
い
す
き
!!

H18年
8月10日
生まれ岩

い わ い

井槙
て ん ま

摩くん
（１歳 ○泗  富の原一）
父・大樹さん　母・さなえさん

じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
、

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
ね
。H18年

8月22日
生まれ岡

おかじま

島翠
み り

莉ちゃん
（１歳 ○旭  小原）
父・栄輔さん　母・祐子さん

あ
ん
よ
が
で
き
た
ら
、

ね
え
ね
た
ち
と
い
っ
ぱ

い
あ
そ
び
た
い
な
！H16年

8月5日
生まれ堤

つつみ

 叶
 かなせ

星ちゃん
（３歳 ○菊  深川）
父・英介さん　母・佑季さん

彩
星
お
姉
ち
ゃ
ん

大
好
き
♥H18年

8月9日
生まれ中

なかむら

村緋
ひ い ろ

彩くん
（１歳 ○泗  久米一）
父・雅貴さん　母・恵さん

・・・・
に
な
る
時
、

Ａ
Ｈ
〜
ｈ
ａ
〜

そ
れ
は
今
！
♪

川
かわぐち

口大
た い き

輝くん
（３歳 ○菊  北宮）
父・洋一さん　母・久美子さん

H18年
8月27日
生まれ森

もり

 美
み さ き

沙希ちゃん
（１歳 ○七  大尺）
父・圭二郎さん　母・美紀子さん

じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
、

い
っ
ぱ
い
あ
そ
ぼ
う
ね
!!

ス
プ
ー
た
ち
に

会
え
て
、

楽
し
か
っ
た
よ
〜
♪ H16年

8月28日
生まれ
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■人口：52,513人 （+14）

　男性：25,139人 （+4）

　女性：27,374人 （+10）

■世帯：17,527世帯 （+3）

本文は古紙配合率 100％
再生紙を使用しています

平成19年８月号 編
集
後
記

編
集
後
記

６月末の人の動き
（対前月比）

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

１ ２ ３ ４
６・７カ月児健診
13:10～13:30
（受付）

児童劇巡回事業
｢あきないむかし
話｣10：00～

 
６・７カ児健診
13:30～14:00
（受付）

童話発表会
13:00～
アットホーム
「マタニティ」
（母親学級）
13:15～13:30
（受付）

第10回白龍旗争奪
菊池少年野球クラブ
招待小学生野球大会
（～5日・11日）
 
菊池夏まつり
18:00～21:00
（花火20:30～）
菊池市民広場一帯

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
献血　9:30～
12:00
健康相談
9:30～10:30
（受付）
第11回子ども囲
碁・将棋大会
9:00

３・４、６・７カ
月児健診
13:30～14:00
（受付）

３・４、６・７カ
月児健診　
13:30～14:00
（受付）

３・４カ児健診
13:30～14:00
（受付）

行政相談
9:00～12:00
３・４カ月児健診
13:10～13:30
（受付）
菊池有働病院夏祭り
18：30～ 菊池有
働病院グラウンド

菊池市人権・同和
教育研究大会　
9:00～

12 13 14 15 16 17 18
菊池・スリランカ国際
交流音楽コンサート
18：00～　
　　　 小ホール 
2007花房ふるさ
と夏祭り
18：00～
花房小グラウンド

育児相談
9:30～10:30
（受付）
健康相談
9:30～10:30
（受付）

社会保険出張相談
所開設
10:00～15:00

しすい孔子公園
夏祭り　18:00～
孔子公園

２歳児歯科健診
13:30～14:00
（受付）

１歳６カ月児健診
13:10～13:30
（受付）
男女共同参画専門
委員相談　13:30
～16:30

水迫ふるさと夏ま
つり　17：00～
水迫「里山の家」
（旧農村女性の家）
立町道路「フラッ
ト化記念土曜夜
市」　18：00～
立町表通り一帯

19 20 21 22 23 24 25
くまもと・みんなの
川と海づくりデー
7：00～
鴨川公園周辺

健康相談
9:30～10:30
（受付）

育児教室
9:30～10:00
（受付）
弁護士相談
9:30～12:30、
人権・行政相談
10:00～12:00

１歳６カ月児健診
13:30～14:00
（受付）

BCG予防接種
13:30～14:00
（受付）

３歳児健診
13:10～13:30
（受付）

26 27 28 29 30 31 9/1
第8回斑蛇口湖ふ
れあいレガッタ
9：00～
斑蛇口湖ボート場

育児相談
9:30～10:30
（受付）　
健康相談
9:30～10:30
（受付）

プードル雅子＆ピエ
ロのマジックショー
10:00～

第４回韓国映画祭in
きくち（～2日）
12：30～
第９回熊日旗菊池市
民ナイター野球大会
（～２週間程度）

9/2 9/3 9/4 9/5 9/6 9/7 9/8
健康相談
9:30～10:30
（受付）

３・４、６・７カ
月児健診
13:30～14:00
（受付）

６・７カ児健診
13:30～14:00
（受付）

３・４、６・７カ
月児健診
13:30～14:00
（受付）

６・７カ月児健診
13:10～13:30
（受付）

8月の行事予定

　

菊
池
市
役
所
か
ら
菊
池
プ
ラ
ザ

を
通
り
山
鹿
市
菊
鹿
町
方
面
へ
車

で
７
〜
８
分
。
突
然
目
の
前
に
八

角
形
の
建
物
が
現
れ
る
。
菊
池
市

と
山
鹿
市
に
ま
た
が
る
国
指
定
史

跡
「
鞠
智
城
」
だ
。

　

約
１
、３
０
０
年
前
に
大
和
朝

廷
が
築
い
た
山
城
で
、
国
内
の
古

代
山
城
に
は
例
を
見
な
い
八
角
形

の
建
物
跡
や
貯
水
用
の
池
跡
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。

　

歴
史
的
に
も
貴
重
な
城
跡
を
よ

り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

さ
ら
に
整
備
を
進
め
る
た
め
に
、

現
在
、
国
営
公
園
化
が
推
進
さ
れ

て
い
る
。
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
び
、

古
代
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

菊池市文化会館
菊池市中央公民館
児童センター
西部市民センター
健康相談室

菊池公園多目的グラウンド
七城総合支所
七城多目的研修センター
七城公民館
旭志総合支所

旭志多目的研修センター
旭志老人憩の家
泗水総合支所
泗水公民館
泗水ホール

菊中公
菊文館

児童セ
西部セ
健相室

旭多セ

泗支所
泗  公
泗  ホ

旭憩家
七多セ
七支所

旭支所
七  公

七多セ
児童セ

泗  公

菊文館

菊中公

菊文館
西部セ

健相室

菊中公

泗支所

旭多セ

旭憩家 七多セ
泗  公

七多セ

菊文館

旭支所 旭憩家 泗  ホ 菊文館 菊文館

泗  公

七多セ

児童セ 菊文館

七多セ

菊文館

菊文館 菊文館

菊文館

菊中公

泗支所
旭憩家

泗  公
七多セ

西部セ

菊多G

菊多G

菊多G


